
北

宋

の

上

供

銭

貨

は

じ

め

に

一
北
宋
前
半
期
に
お
け
る
銭
貨
の
上
供

二
新
鋳
銭
の
上
供

-
上
供
新
鋳
銭
の
定
額

2

-
一
内
蔵
・
左
蔵
雨
庫
聞
の
上
供
銭
貨
の
流
れ

三
租
税
系
上
供
銭

-
租
税
系
上
供
銭
の
定
額

2

租
税
系
上
供
銭
の
構
成
内
容

3

租
税
系
上
供
銭
の
上
供
率

四
新
法
期
以
降
の
上
供
銭
貨

-
朝
廷
封
椿
銭
物
と
し
て
の
常
卒
銭

無
額
上
供
銭
の
創
設
と
北
宋
後
半
期
の
上
供
銭
貨

結

小 2

t主

め

じ

427 

宋
朝
の
財
政
牧
支
に
占
め
る
貨
幣
の
比
重
は
、
園
初
一
以
来
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、

島

居

康
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と
く
に
北
宋
で
は
新
法
が
質
施
さ
れ
た
照
寧
元
豊
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年
間
、
南
宋
で
は
各
種
財
政
再
建
策
が
施
行
さ
れ
た
紹
興
年
聞
の
増
加
が
著
し
い
。
こ
の
現
象
は
「
財
政
の
貨
幣
化
」
と
し
て
、
宋
朝
国
家
財

政
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。

E
額
の
銅
銭
鋳
造
や
各
種
紙
幣
の
護
行
、
新
法
期
お
よ
び

南
宋
初
期
に
創
設
さ
れ
た
各
種
銭
額
制
附
加

税
・
雑
税
な
ど
、
貨
幣
牧
入
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
一
連
の
財
政
事
象
は
、
宋
代
に
飛
躍
的
に
瑳
達
し
た
民
聞
の
商
一
品
流
通
な
い
し
貨
幣
経
済

(

l

)

 

に
、
政
府
が
財
政
的
に
針
臆
し
た
結
果
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
射
し
宮
津
知
之
氏
は
、
北
宋
の
財
政
に
お
け
る
貨
幣
の
牧
支
動
向
の

分
析
か
ら
、
園
家
は
自
ら
、
租
税
の
支
扮
手
段
と
し
て
の
、

ま
た
軍
事
的
使
用
債
値
に
規
定
さ
れ
る
交
換
手
段
と
し
て
の
機
能
を
軸
に
、
租
税

そ
の
他
の
方
法
で
調
達
し
た
貨
幣
を
、
こ
れ
も
自
ら
構
築
し
た
全
園
的
な
一
商
品
流
通
市
場
に
投
入
し
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
貨
幣
化

(
2
)
 

を
推
準
し
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。

宋
朝
財
政
に
お
け
る
貨
幣
の
牧
入
源
と
し
て
は

大
き
く
分
け
て
銭
監
で
鋳
造
さ
れ
た
銅
銭
(
新
鋳
銭
)
と
、

賦
税
や
諜
利
と
し
て
徴
牧
さ

れ
た
銅
銭
と
の
二
分
野
が
あ
る
。
鋳
銭
監
か
ら
の
上
供
や
各
種
の
課
税
に
よ

っ
て
、
中
央
地
方
の
各
級
官
府
が
徴
牧
し
た
巨
額
の
貨
幣
は
、
官

は
、
社
舎
と
闇
家
と
の
聞
の
一
大
循
環
構
造
を
支
え
る
貨
幣
の
流
れ
と
し
て
、
財
政
牧
支
の
雨
面
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

- 36ー

員
兵
士
の
俸
給
と
し
て
、
或
い
は
和
雑

・
和
買

・
科
卒
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
各
種
財
貨
の
調
達
資
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た
。
財
政
の
貨
幣
化

宋
代
に
は
地
方
官
府
で
徴
牧
さ
れ
た
財
貨
は
、
地
方
経
費
と
し
て
支
用
す
べ
き
も
の
を
除
き
す
べ
て
中
央
に
迭
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
上
供
」

と
よ
ば
れ
る
調
達
方
法
で
あ
る
。
上
供
は
、
地
方
官
府
が
徴
牧
し
た
財
貨
の
中
央
地
方
へ
の
移
、
途
・
轄
迭
と
、
中
央
か
ら
の
各
種
財
政
支
出
と

(

3

)

 

こ
れ
に
よ
っ
て
歳
入
歳
出
の
南
部
門
を
包
括
す
る
財
政
運
用
瞳
系
で
あ
る
。

を
通
じ
て
、
国
家
財
政
の
内
部
に
財
貨
の
循
環
構
造
を
形
成
し
、

中
で
も
貨
幣
は
糧
餅

・
金
銀
・
絹
高
等
と
並
ん
で
宋
代
の
上
供
を
構
成
す
る
主
要
な
財
貨
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
一
般
的
な
交
換
手
段
と
し
て

の
貨
幣
と
区
別
し
て
、
財
貨
と
し
て
調
達
さ
れ
る
貨
幣
を
銭
貨
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
が
、
宋
代
に
お
け
る
銭
貨
の
上
供
は
、
財
政
支
出
を
前
提

と
し
た
銭
貨
の
調
達
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宋
代
の
上
供
銭
貨
に
閲
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、

上
供
新
鋳
銭
を
除
く
と
新
法
期
の
尭
役
鏡
、
坊
場
河
渡
鏡
、
無
額
上
供
鏡
、
北
宋
末
の

経
制
銭
、
南
宋
初
期
の
折
吊
銭
、
経
総
制
鏡
、
月
椿
鏡
、
大
軍
銭
等
、
全
て
既
存
の
課
税
盟
系
の
外
に
新
た
に
設
け
た
附
加
税

・
雑
税
を
封
象



(

4

)

 

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
新
規
の
課
税
に
よ
る
貨
幣
牧
入
の
増
加
が
、
そ
の
ま
ま
財
政
の
肥
大
化
な
い
し
は
人
民
か
ら
の
牧
奪
強

化
と
と
ら
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
宋
代
「
重
税
」
論
の
論
擦
と
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
宋
代
に
は
、
新
鋳
鏡
や
各
種
銭
額
制
の
新
税
の
上
供
以

外
に
、
正
賦
(
正
規
の
租
税
)
の
銭
納
部
分
を
上
供
さ
せ
る
「
上
供
銭
」
と
よ
ば
れ
る
上
供
銭
貨
が
あ

っ
た
。

正
規
の
租
税
と
は
、
『
宋
史
』

(

5

)

 

巻
一
七
四
食
貨
上
二
賦
税
の
冒
頭
部
分
に
概
括
す
る
五
種
の
歳
賦
の
こ
と
で
、
本
稿
で
は
こ
の
上
供
鐘
貨
を
他
の
上
供
銭
貨
と
区
別
し
て
租
税

系
上
供
錨
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。
こ
の
租
税
系
上
供
鐘
は
南
北
南
宋
を
通
じ
て
存
在
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い
な

本
稿
で
は
、
北
宋
期
に
お
け
る
幾
つ
か
の
系
統
の
上
供
銭
貨
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
財
源
と
調
達
方
式
を
中
心
に
考
察
す
る
。
と
く
に
租

税
系
上
供
鏡
に
つ
い
て
は
、

そ
の
構
成
内
容
と
上
供
率
、
新
鋳
銭
の
上
供
と
の
開
係
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
右
に
見
た
財
政
貨
幣
化

の
研
究
課
題
に
て
ら
せ
ば
、
時
代
も
封
象
も
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
を
、
南
宋
期
の
各
種
上
供
銭
貨
の
系
統
的
理

- 37ー

解
お
よ
び
南
宋
を
通
じ
た
財
政
構
造
・
財
政
運
用
の
瞳
系
的
理
解
を
す
す
め
る
た
め
の
前
提
と
し
た
い
。

北
宋
前
牢
期
に
お
け
る
銭
貨
の
上
供

宋
朝
は
江
南
卒
定
の
以
前
か
ら
財
貨
の
園
都
へ
の
集
中
を
は
か
り
、
租
税
・
課
利
等
の
穂
牧
入
の
中
か
ら
州
軍
の
必
要
経
費
を
留
保
し
た
の

ち
、
残
品
駄
を
す
べ
て
上
供
さ
せ
た
。

(

6

)

 

た
。
た
だ
し
州
軍
が
存
留
す
る
財
貨
は
地
方
支
費
と
し
て
中
央
の
管
理
下
に
置
か
れ
、

上
供
さ
れ
る
財
貨
は
、
州
軍
に
存
留
す
る
必
要
経
費
と
糧
餅
と
を
除
く
、

見
銭
・
絹
烏
の
全
額
で
あ
っ

係
省
化
、

開
賓
六
年
(
九
七
三
)
の
「
公
使
」
銭
物
の
全
面
的
な

(
7〉

淳
化
五
年
(
九
九
四
〉
の
諸
州
軍
の
財
政
牧
支
の
中
央
へ
の
報
告
制
度
の
確
立
な
ど
の
措
置
を
鰹
て
、

舎
計
上
の
州
軍
財
政
の
中
央

管
理
、
す
な
わ
ち
財
政
牧
支
の
一
元
的
掌
握
は
、
十
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
に
は
確
立
し
た
と
見
ら
れ
る
。

か
く
し
て
太
宗
朝
の
末
期
に
は
、
宋
朝
財
政
の
政
支
の
全
容
が
、
概
略
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。

『績
資
治
通
鑑
長
編
』

(
以
下
『
長
編
』
と
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簡
稽
)
巻
四
ニ
末
尾
に
は
至
道
末
(
九
九
七
)
の
租
税
牧
入
を
、

同
巻
九
七
末
尾
に
は
天
稽
末
(
一

O
二
一
)
の
租
税
、

上
供

課
利
そ
の
他
の
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至道末 ・天稽末の銭貨牧入表 1

7，358，000徐貫!

天市喜末 (1021)

4，650，000徐貫

1，692，000徐貫

11，233，000徐寅

至道末 (997)

26，530，000徐貫l

I ~説中〉…一献〉 1moo
(景徳末)1，830，000貫

銅銭成長草

線
牧
支
を
載
せ
、
こ
の
う
ち
幾
つ

か
の
費
目
に
つ
い
て
至
道
末
の
歳
入
と
封
比
し
て
い
る。

こ
の
う
ち
銭

に
つ
レ
て
、
雨
年
衣
の
歳
入
を
比
較
し
た
も
の
が
表
ー
で
あ
る
。

天
語
末
の
租
税
の
銭
数
は

「至
道
末
に
比
べ

二
百
七
十
高
八
千
絵
貫
を
増
し
た
」
と
あ
る
の
に
擦
る
。

至
道
末
に
は
上
供
の
銭
と
課
利
の
銭
と
を
区
別
す
る
が
、
天
稽
末
に
は
「
上
供
は
た
だ
銭
と
絹
吊
だ
け
が

増
え
、
他
は
移
用
し
た
の
で
頗
る
蓄
額
を
減
じ
た
」
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
租
税
の
線
牧
を
除
き
、
上

供
と
課
利
そ
の
他
を
合
せ
た
銭
貨
の
全
牧
入
を
「
天
下
総
獲
」
と
し
て
記
載
す
る
。
ま
た
鋳
造
銅
銭
に
つ

い
て
は
こ
れ
ら
と
は
別
に
「
銭
幣
之
制
」
の
項
目
を
立
て
、
至
道
中
、
景
徳
末
、
天
語
末
の
歳
鋳
額
を
載

せ
る
。
至
道
末
の
銭
貨
牧
入
が
租
税

・
上
供
・
課
利

・
鋳
鎮
の
四
項
目
に
分
別
し
て
舎
計
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
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租 税

上 供

権利所獲

天下線獲

こ
の
う
ち
課
利
牧
入
に
つ
い
て
は
、
諸
史
料
に
初
め
て
費
目
ご
と
の
銭
額
の
記
載
が
現
れ
る
の
は
い
ず

(
8
)
 

れ
も
至
逼
年
間
で
あ
る
。
つ
づ
く
威
卒
か
ら
景
徳
に
か
け
て
、
三
司
の
管
轄
下
で
茶
盤
酒
税
等
の
徴
牧
燈

制
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
組
額
」
と
近
年
の
徴
牧
寅
績
を
比
較
し
て
最
多
額
を
諸
路
の
歳
額
と
定

(

9

)

 

め
た
と
い
う
か
ら
、
至
遁
末
の
「
権
利
線
獲
」
は
茶
盟
酒
税
等
そ
れ
ぞ
れ
の
組
額
に
基
づ
い
て
集
計
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
課
利
牧
入
は
園
初
以
来
州
懸
の
歳
入
を
構
成
し
た
が

上
供
の
封
象
と
さ
れ

(

叩

)

ず
、
そ
の
殆
ど
が
地
方
支
費
に
充
嘗
さ
れ
た
。
な
お
新
法
期
以
降
に
な
る
と
、
租
税
・
課
利
を
含
む
各
種
課
税
の
管
轄
系
統
の
改
革
に
と
も
な

ぃ
、
盟
酒
の
課
利
債
鎮
の
増
額
分
が
新
規
の
上
供
銭
貨
に
指
定
さ
れ
た
り
、

(

日

)

く
中
央
化
さ
れ
て
州
鯨
・
轄
運
司
の
財
政
を
困
窮
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

新
鋳
銭
に
つ
い
て
は
、

ま
た
崇
寧
以
降
に
は
盟
法
・
茶
法
の
改
革
に
よ
り
そ
の
牧
入
が
悉

『
長
編
』
の
記
裁
は
上
供
の
銭
額
と
至
道
末
、
景
徳
末
、
天
稽
末
の
歳
嶋崎
鐘
額
と
を
別
記
す
る
。

し
た
が

っ
て
新
鋳

銭
の
額
は
上
供
の
銭
額
の
う
ち
に
は
含
ま
れ
な
い
と
見
ら
れ
る
。

新
鋳
銭
は
、

太
卒
輿
園
二
年
(
九
七
七
)
に
奮
南
唐
領
の
江
南
永
卒
監
が
初



め
て
七
蔦
貫
を
鋳
造
し
て
以
降
、
同
八
年
(
九
八
五
)
に
三

O
高
貫
、
至
道
二
年
(
九
九
六
〉
に
は
新
置
の
池
州
永
豊
監
と
合
せ
て
六

O
徐
高
貫
、

さ
ら
に
至
道
中
(
九
九
五
1
九
九
七
)
に
は
入

O
寓
貫
と
い
う
よ
う
に
、
漸
衣
歳
鋳
額
を
増
加
さ
せ
、
威
卒
三
年
(
一

O
O
O
)
に
は
新
置
の
建
州

豊
圏
監

・
江
州
贋
寧
監
を
合
せ
た
四
監
で

二
二
五
高
貫
を
鋳
造
し
た
。
そ
の
後
、
景
徳
末
(
一
O
O七
〉
に
は

一
八
三
高
貫
と
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
額
を
記
録
し
た
が
、
大
中
群
符
以
降
は
銅
坑
が
不
振
と
な
り
、
同
九
年
(
一

O
二
ハ
)
に
は
歳
に
一
二
五
寓
貫
を
鋳
造
し
た
の
ち
、
天
躍
に
入

〈ロ〉

っ
て
七

O
高
貫
に
ま
で
落
ち
込
み
、
末
年
(
一

O
二
一
)
に
至
っ
て
よ
う
や
く
一

O
五
高
貫
の
歳
鋳
を
回
復
す
る
。

(

臼

〉

、
氷
卒
監
で
の
鋳
造
開
始
以
降
、
新
鋳
鎮
の
上
供
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
、
今
の
所
そ
の
年
決
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
玉
海
』

巻
一
八

O
銭
幣
・
中
興
鐸
鏡
監
に
引
く
紹
興
三
年
八
月
の
工
部
侍
郎
李
擢
の
言
に
、

至
道
・
威
卒
年
聞
に
は
、

一
三

O
徐
蔦
椙
で
あ
っ
た
。 永

豊
・
贋
寧

・
豊
園
の
三
監
が
置
か
れ
、

(
四
監
で
)
総
額
八
六
寓
絵
絹
を
鋳
造
し
た
。

或
る
歳
の
上
供
額
は

管
内
諸
州
の
戸
口
の
多
少
を
基
準
に
「
上
供

(
お
〉

鐘
」
を
州
に
留
め
置
き
、
市
債
に
上
乗
せ
し
た
債
格
で
牧
濯
し
、
支
用
し
た
銭
額
は
十
年
後
に
三
司
に
償
還
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
措
置

れ
ば
、 景

徳
三
年
〈
一

O
O六
)
、
史
料
上
初
め
て
上
供
銭
貨
に
射
す
る
「
上
供
銭
」
の
呼
稽
が
現
れ
る
。

こ
の
と
き
京
東
西
・
河
東

・
快
西
・
江
南
・
進
南

・
南
街
の
各
路
に
常
卒
倉
を
置
き
、

『
長
編
』
巻
六
二
、
同
年
正
月
の
僚
に
よ
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(

日

比

)

と
あ
り
、
史
料
上
で
は
こ
れ
が
新
鋳
鎮
の
上
供
を
明
記
し
た
最
初
の
事
例
で
あ
る
。

は
、
本
来
三
司
へ
の
迭
納
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
諸
州
の
正
規
の
上
供
銭
貨
の
一
部
を
、
常
卒
倉
の
運
用
資
金
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
諸

路
の
う
ち
江
南
路
を
除
い
て
嘗
時
上
供
銭
監
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
鎮
貨
は
新
鋳
鏡
を
封
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
常
卒
倉
の
設
置
と

い

う
政
策
目
標
か
ら
見
て
も
、
こ
の
「
上
供
銭
」
は
租
税
系
の
上
供
銭
貨
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
景
祐
二
年
(
一

O
三
五
〉
に
も
租
税
系
銭
貨
の
上
供
の
事
例
が
見
え
る
。

『
長
編
』
巻
一
一
七
、
同
年
十
月
丁
卯
の
僚
に
、
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上
封
者
が
言
う
に
は
、
諸
路
が
毎
歳
絹
銭
を
京
師
に
聡
迭
す
る
の
で
、
各
地
で
「
銭
重
貨
軽
」
の
弊
害
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
詔
し
て
、

江
東
は
五
蔦
絹
で
紬
網
綿
を
買
い
、
一
隅
建
・
贋
東
は
各
々
十
蔦
絹
、
贋
西
は
八
蔦
絹
で
銀
を
買
い
、
准
南
・
湖
北
は
各
々
五
菌
、
南
街
は



こ
れ
は
諸
路
の
銅
銭
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
、
七
路
に
つ
い
て
上
供
銭
貨
の
縁
遠
額
を
計
四
八
高
五
、

0
0
0貫
に
減
ら
し
、
准

南
・
湖
北

・
雨
新
三
路
の
計
一
五
蔦
八
、

0
00
貫
は
奮
来
ど
お
り
銅
銭
を
上
供
さ
せ
る
が
、
江
東
・
一
隅
建

・
庚
東
・
庚
西
の
四
路
に
つ
い
て

五
高
五
千
と
す
る
が
、
奮
来
ど
お
り
絹
銭
を
職
、
迭
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

(

国

)

と
あ
る
。
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は
計
三
三
寓
貫
で
銀

・
紬

・
絹
を
科
買
し
、
銅
銭
を
民
聞
に
放
出
さ
せ
る
と
い
う
措
置
で
あ
る
。
毎
歳
京
師
に
選
る
と
い
う
銭
貨
は
、
こ
の
時

期
州
軍
へ
の
存
留
を
原
則
と
し
て
い
た
課
利
枚
入
で
は
な
い。

或
い
は
最
も
牧
入
の
多
い
盟
課
を
特
例
措
置
と
し
て
迭
ら
せ
た
と
偲
定
し
て

も
、
こ
れ
ら
諸
路
は
天
聖
九
年
(
一

O
三
一
〉
以
降
、
商
人
が
権
貨
務
に
入
銭
し
て
東
南
盟
を
販
買
す
る
逼
一
商
地
分
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
諸
路

(
げ
〉

州
軍
か
ら
京
師
へ
の
絹
銭
総
選
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
江
東
・
一
幅
建
以
外
に
上
供
鏡
監
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
絹
銭
は
、

」
こ
で
は
「
上

供
銭
」
と
は
よ
ば
れ
て
い
な
い
が
、
景
徳
三
年
の
諸
路
「
上
供
銭
」
と
同
じ
租
税
系
の
上
供
銭
貨
で
あ
る
。

北
宋
前
中
十
期
の
上
供
銭
貨
に
は
租
税
か
ら
の
牧
入
と
新
錯
鐘
と
の
こ
系
統
が
あ
っ
た
。
課
利
牧
入
は
至
道
末
ま
で
に
は
茶
盟
酒
税
等
各
種
費

- 40ー

自
の
組
額
が
立
て
ら
れ
た
が
専
ら
地
方
支
費
に
充
嘗
さ
れ
、

上
供
の
謝
象
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
至
逼
末
に
は
全
園
の
租
税
牧
入
の
銭
貨
総
額

四
六
五
膏
貫
の
う
ち

一
六
九
高
二
、

0
0
0貫
の
銭
が
上
供
さ
れ
た
。
租
税
系
の
上
供
銭
貨
は
「
上
供
銭
」
と
よ
ば
れ
、
景
徳
三
年
の
諸
路
常

卒
倉
の
設
置
に
嘗
つ
て
は
、

そ
の
一
部
を
運
用
資
金
に
充
て
た
。
新
鋳
銭
は
租
税
系
銭
貨
に
お
く
れ
て
上
供
が
始
ま
り
、
歳
鏡
額
は
威
卒
年
開

に
は
一

O
O寓
貫
の
大
蓋
を
こ
え
た
が
、
舎
計
上
租
税
系
の
上
供
銀
貨
と
は
区
別
さ
れ
、
嘗
時
は
「
上
供
鏡
」
と
は
よ
ば
れ
な
か
っ
た
。

新

鐸

銭

の

上

供

員
宗
朝
の
初
期
に
は
、
威
卒
三
年
(
一

0
0
0)
に
上
供
絹
島
、
景
徳
四
年
(
一

O
O七
〉
に
上
供
米
、

大
中
群
符
元
年
(
一

O
O八
)
に
上
供

t~í8理
、】，/n:当

新 あ
鋳い
銭つ
のい
上 で
供定
定額
額化
がさ
立れ
てた
らカ:
れ
た
の
l主

租
税
系
上
供
銭
は
こ
れ
ら
か
ら
か
な
り
お
く
れ

天
語
四
年
(
一

Oニ
O
)
四
月
に
定
額
が
立
て
ら
れ

そ
の
わ
ず
か
四
か
月
前
の
天
耀
三
年
(
一

O
一
九
)
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。



1 

上
供
新
鋳
鎮
の
定
額

「
今
後
、
盟
税
銭
と
毎
歳
別
に
出
す
銭
と
の
合
計
六

O
高
貫
を
左
蔵
庫
に

(

叩

印

)

迭
る
」
と
い
う
内
容
の
、
内
醸
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
回
選
銭
貨
の
額
を
倍
増
す
る
計
董
が
裁
可
さ
れ
た
。
六

O
寓
貫
の
回
迭
を
恒
常
化
す
る
た

め
に
は
、
内
藤
庫
へ
の
新
鋳
鎮
の
納
入
額
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
額
は
次
の
よ
う
な
計
算
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
。

奮
例
で
は
、
内
藤
庫
は
毎
年
銭
三

O
寓
貫
を
引
き
出
し
て
三
司
に
興
え
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
三
司
は
毎
年
さ
ら
に
三

O
高
貫
を
回
す
よ

う
求
め
て
き
た
。
本
庫
が
天
稽
二
年
の
鏡
池
江
等
州
の
鋳
鎮
約
七

O
寓
貫
を
基
準
に
し
て
、
毎
年
銭
六

O
高
貫
文
を
引
き
出
し
て
三
司
に

一
O
高
貫
の
在
庫
が
あ
る
。
し
か
し
三
年
ご
と
の
南
郊
大
躍
に
銭
一

O
O高
貫
の
支
出
が
必
要
な
の
で
、
本
庫
の
銭
は
七

O

天
稽
三
年
十
二
月
、
詔
を
准
け
て
三
司
と
内
競
庫
と
が
協
議
し
、

興
え
れ
ば
、

一
O
五
寓
貫
に
達
し
て
か
ら
納
め
さ
せ
れ
ば
、
毎
年
(
六
O
蔦
貫
を
三
司
に
)

興
え
て
な
お
四
五
官
同
貫
文
の
在
庫
が
あ
り
、
三
年
ご
と
の
南
郊
大
躍
に
銭
一

O
O
高
貫
を
支
出
し
て
も
、
三
五
寓
貫
文
の
在
庫
が
残
る
。

こ
こ
に
は
四
銭
監
が
内
臓
庫
に
上
供
す
る
新
鋳
鏡
と
、
内
臓
庫
が
左
蔵
庫
(
↓
三
司
)
に
回
迭
す
る
絹
鐘
と
の
二
本
の
銭
貨
の
流
れ
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

曹
の
赤
字
と
な
る
。
も
し
鏡
池
江
等
州
の
鋳
錨
が
「
元
額
」
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ハ
円
四
鏡
監
は
毎
年
一

O
五
高
貫
の
新
鋳
銭
を
内
戴
庫
に
納
入
す
る
。

ω内
蔵
庫
は
毎
年
六

O
高
貫
を
左
戴
庫
に
回
迭
す
る
。

付
は
原
文
に
「
如
是
鏡
池
江
等
州
鋳
銭
、
及
得
元
額
一
百
五
高
貫
到
庫
」
と
い
う
よ
う
に
、
前
年
に
七

O
蔦
貫
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
鐸
銭
額

を
、
「
元
額
」
一

O
五
寓
貫
に
引
き
上
げ
た
段
階
で
内
臓
庫
に
入
れ
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
監
の
歳
鋳
額
が
一

O
五
高
貫
に
達
し
た

(

初

)

の
は
、
二
年
後
の
天
稽
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
制
度
が
賓
際
に
護
足
す
る
の
は
天
嬉
五
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
口
は
大
中
群
符

(

幻

)

年
間
以
降
制
度
化
し
て
い
た
内
蔵
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
三

O
高
貫
の
回
涯
を
、
今
後
は
六

O
寓
貫
に
倍
増
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(

幻

)

『
宋
史
』
巻
一
七
九
食
貨
下
一
曾
計
に
は
「
奮
蓄
絹
銭
六
十
寓
貫
」
と
あ
る
。
こ
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内
臓
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
回
迭
さ
れ
る
六

O
菌
貫
の
銭
は
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の
絹
銭
は
右
の
裁
定
に
よ
れ
ば
「
盟
税
銭
」
に
別
の
椙
銭
を
加
え
た
合
計
額
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
以
降
、
内
蔵
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
定
期

的
に
回
送
す
る
銭
貨
に
は
、
新
鋳
銭
で
は
な
く
、
内
蔵
庫
が
奮
来
よ
り
蓄
え
て
き
た
盟
税
鐘
そ
の
他
の
上
供
銭
貨
が
充
て
ら
れ
た
。
こ
の
回
途

(
お
)

銭
貨
は
「
年
退
銭
」
と
よ
ば
れ
、
照
寧
の
改
制
ま
で
約
五

0
年
間
、
絞
か
す
こ
と
な
く
毎
年
六

O
寓
貫
が
回
逸
さ
れ
た
。

し
か
し
左
蔵
庫
へ
の
回
、進
銭
貨
を
新
鋳
銭
か
ら
盟
税
銭
な
ど
の
「
奮
蓄
糟
銭
」
に
切
り
替
え
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
租
税
系
上
供
銭
貨
の
培

額
は
た
だ
ち
に
寅
現
で
き
な
い
か
ら
、
内
蔵
庫
と
し
て
は
こ
の
支
出
に
見
合
う
額
を
新
鋳
銭
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
内
蔵
庫
は
、

回
途
分
を
補
完
す
る
年
額
六

O
寓
貫
と
三
年
一
度
の
南
郊
大
曜
の
経
費
一

O
O
寓
貫
、

」
れ
に
お
そ
ら
く
は
少
な
く
と
も

年
卒
均

一
O
高
貫
以
上
の
在
庫
を
確
保
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
年
額

一
O
五
寓
貫
と
い
う
上
供
定
額
を
算
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
川
品
)

額
」
は
従
来
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
た
恒
常
的
な
上
供
定
額
で
は
な
く
、
内
蔵
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
六

O
高
貫
の
回
選
と
内
蔵
庫
の
在
庫
の
確
保 「一克

と
い
う
、
一
一
一
司

・
内
蔵
隻
方
の
要
求
を
雨
立
さ
せ
る
た
め
の
政
策
的
な
上
供
定
額
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2 

内
蔵

・
左
蔵
雨
庫
聞
の
上
供
銭
貨
の
流
れ
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園
初
以
来
、
賦
税
牧
入
の
中
の
金
銀
銭
高
は
、
留
州
分
を
残
し
て
上
供
さ
れ
全
て
左
蔵
庫
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
江
南
諸
国
を
卒
定

し
全
国
統
一
を
な
し
と
げ
て
財
政
基
盤
を
績
大
し
た
太
宗
朝
の
初
期
、

左
蔵
庫
の
財
貨
は
充
溢
し、

太
卒
興
園
三
年
(
九
七
八
)

に
は
左
蘇
北

庫
を
分
割
し
て
内
蔵
庫
を
新
設
し
た
。
こ
の
と
き
左
藤
庫
の
徐
剰
を
内
蔵
庫
に
回
迭
し
、
内
蔵
庫
の
歳
入
を
銅
銭

一
O
O徐
高
網
、
銀

一
O
徐

(

お

〉

高
雨
と
定
め
た
。
営
時
、
左
蔵
庫
が
管
理
し
た
銭
貨
で
毎
年
一

O
O高
貫
以
上
の
歳
入
を
確
保
で
き
る
の
は
、
租
税
系
の
上
供
鎮
貨
を
お
い
て

他
に
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
以
降
、
租
税
系
上
供
銭
は
内
蔵
庫
の
恒
常
的
な
歳
入
費
目
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
後
、
こ
れ
ま
で
左
臓
庫
に
納
入
さ
れ
て
い
た
上
供
錨
吊
も
茨
第
に
内
臓
庫
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
鋳
鎮
の
よ
う
な
新
た
な
上
供
鐘

(

お

)

貨
も
加
わ
っ
て
、
員
宗
朝
の
初
期
こ
ろ
ま
で
に
、
南
財
庫
の
聞
の
財
貨
の
流
れ
は
そ
の
方
向
を
逆
轄
さ
せ
た
。

銅
銭
に

つ
い
て
見
る
と
、
真
宗
朝
を
通
じ
て
内
醸
庫
か
ら
三
司
に
あ
て
て
支
出
さ
れ
た
額
は
、
景
徳
三
年

C
o
o
-ハ
)
か
ら
天
薩
末
(
一

O



年
に
よ
っ
て
は
一
六

O
高
貫
〈
大
中
群
符
五
年
)
、
二
三

O
高
貫
(
同
九
年
〉
、

一
一
一
〉
ま
で
の
一
六
年
聞
の
累
計
で
八
五
三
蔦
貫
、
こ
の
間
支
出
が
な
い
の
は
大
中
鮮
符
二
年
だ
け
だ
か
ら
、
年
卒
均
約
五
七
寓
貫
と
な
る
が
、

(

幻

〉

九
O
高
貫
(
天
稽
二
年
)
と
い
う
よ
う
に
膨
大
な
額
を
支
出
し
、
し

か
も
こ
の
問
、
毎
年
三

O
寓
貫
を
左
醸
庫
へ
回
途
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
額
の
銅
鎮
の
支
出
は
、
前
に
見
た
こ
の
時
期
の
銅
坑
の
不
振
、
歳

鋳
銭
額
の
停
滞
朕
況
か
ら
見
て
、
新
鋳
鎮
の
受
入
れ
だ
け
で
は
到
底
果
し
え
な
い
。
こ
の
時
期
の
内
臓
庫
に
は
新
鋳
銭
だ
け
で
な
く
、
大
量
の

縄
鎮
枚
入
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

内
競
庫
は
大
中
群
符
五
年
(
一

O
一
二
〉
ま
で
に
金
銀
・
珠
玉
香
薬
・
錦
自
巾
・
銅
銭
の
四
庫
に
分
け
ら
れ
、

(

お

)

銅
銭
庫
は
さ
ら
に
新
奮
二
庫
に
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
新
庫
に
は
毎
年
の
新
鐸
銭
が
、
奮
庫
に
は
前
年
ま
で
の
鋳
銭
そ
の
他
の
上
供
銭
貨

が
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
盟
税
銭
」
は
蓄
庫
に
納
め
ら
れ
た
「
蓄
蓄
絹
銭
」
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
瞳
税
銭
」
は
課
利
の
盟
課
で
は
な
く
、
五
代
宋
初
に
お
い
て
権
盟
法
の
慶
止
に
と
も
な
い
、
盟
利
の
代
債
を
租
税
化
し
て
徴
牧
し
た
盟
鐘

(

m

m

)

 

を
い
う
。
園
初
に
は
な
お
河
北
・
河
南
の
末
盟
界
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
通
一
商
地
分
が
援
大
し
、
員
宗
靭
以
降
に
な
る
と
瞳
課
に
か

え
て
盟
鐘
を
徴
牧
し
た
地
域
は
江
南
・
准
南
・
雨
祈
・
荊
湖
・
快
西
等
路
に
ま
で
贋
が

っ
た
。
盟
鎮
の
債
額
は
、
権
瞳
下
の
蓄
盟
利
額
に
劃
し

(ぬ〉

て
五
代
に
は
一

O
割
を
科
徴
し
て
い
た
が
、
宋
初
か
ら
漸
次
減
額
さ
れ
、
北
宋
末
に
は
六
割
で
定
着
し
て
南
宋
に
縫
承
さ
れ
る
。
北
宋
前
半
期

に
お
け
る
盟
銭
の
徴
牧
額
を
示
す
史
料
は
少
な
い
が
、
太
宗
の
薙
照
元
年
(
九
八
四
〉
、
江
南
盟
の
禁
権
を
解
除
し
て
逼
一
商
化
す
れ
ば
、
徴
牧
で

(

m

U

)

 

き
る
盟
銭
の
額
は
奮
瞳
利
の
約
四
五
%
、
二
四
高
徐
貫
に
達
す
る
と
い
う
か
ら
、
全
園
的
に
は
か
な
り
の
額
を
科
徴
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

盟
銭
は
租
税
系
上
供
銭
を
構
成
す
る
一
費
目
で
あ
る
。
上
供
新
鋳
銭
に
封
し
て
、
そ
の
定
額
化
が
な
さ
れ
た
嘗
時
の
史
料
が
い
ず
れ
も
「
上

(
詑
)

供
銭
」
の
呼
穏
を
興
え
て
い
な
い
の
は
、
瞳
銭
の
よ
う
な
租
税
系
の
「
上
供
鏡
」
が
内
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

- 43ー

事
態仁
を宗
招 朝
い(を
た33逼
。)じ

して
か内
し 磁
こ庫
の か
開 ら
、左

醸
庫

司

へ
の
財
貨
の
貸
輿
は
頻
度
数
量
と
も
に
増
加
し
、

末
期
に
な
る
と
在
庫
の
激
減
と
い
う

新
鋳
鎮
の
上
供
定
額
は
天
一
一
幅
三
年
(
一

O
一
九
)

に
定
め
た
一

O
五
寓
貫
が
維
持
さ
れ
、

年
退
銭
六

O
高

貫
の
回
迭
も
安
定
的
に
運
用
さ
れ
た
。
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神
宗
が
即
位
す
る
と
、

王
安
石
は
上
供
鏡
監
の
鋳
鎮
額
の
増
大
を
は
か
る
一
方
、
三
司
の
権
限
を
強
化
し
、
金
銀
銭
貨
の
内
臓
庫
へ
の
納
入
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を
減
ら
し
て
、
逆
に
左
蔵
庫
(
戸
部
)
へ
の
納
入
を
嫌
大
す
る
政
策
を
と
る
。

(

川

品

〉

か
ら
左
蔵
庫
に
獲
更
し
、
つ
い
で
照
寧
五
年
(
一

O
七
二
〉
、
新
鋳
銭
の
上
供
定
額
一

O
五
寓
貫
の
う
ち
、
内
蔵
庫
へ
は
一
一
高
徐
貫
だ
け
を
納

入
さ
せ
、
残
絵
九
三
高
除
貫
を
直
接
左
蔵
庫
に
納
入
さ
せ
て
三
司
の
管
理
下
に
置
い
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
年
退
銭
六

O
高
貫
の
制
度
は
廃
止

(

お

〉

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
元
豊
三
年
(
一

O
八

O
〉
、
従
来
よ
り
内
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
て
い
た

ま
ず
照
寧
二
年
(
一

O
六
九
)

上
供
金
銀
の
納
入
先
を
内
蔵
庫

「
額
外
鋳
銭
」
の
額
を
固
定
し
、
三
五
寓
貫
を
年
額
と

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
鋳
銭
の
上
供
総
額
は

内
蔵
庫
分
五

O
蔦
貫
(
額
外
鋳
銭
三
五
蔦
貫
と
上
供
定
額
の
う
ち
一
五
高
貫
)

(
お
)

た
だ
し
上
供
定
額
一

O
五
高
貫
は
引
き
績
き
維
持
さ
れ
て
北
宋
末
に
至
る
。

に
左
蔵
庫
分
九

O
高

貫
を
加
え
た

一
四

O
高
貫
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
上
供
新
鋳
銭
は
北
宋
を
通
じ
て
内
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
定
額
化
の
や
回
初
は
一

O
五
高
貫
の
全
額
が
内
蔵
庫
に
納

入
さ
れ
た
が
、
照
寧
・
元
盟
期
の
改
制
を
経
て
、
毎
年
九

O
高
貫
が
左
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
三
司
の
財
貨
運
用
を
強

化
し
て
、
上
供
銭
貨
の
数
率
的
運
用
を
は
か
る
新
法
期
財
政
の
特
質
が
、
財
庫
の
管
理
に
反
映
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
鋳
銭
の
上
供
定
額
一

O
五
高
貫
は
、
内
臓
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
年
額
六

O
寓
貫
の
回
、
迭
と
、
内
蔵
庫
の
恒
常
的
な
在
庫
確
保
と
を
雨
立
さ

- 44ー

せ
る
政
策
的
な
数
値
と
し
て
、
天
梧
三
年
十
二
月
に
定
め
ら
れ
た
。
年
額
六

O
高
の
回
途
銭
貨
は
内
蔵
庫
に
蓄
え
ら
れ
た
瞳
銭
な
ど
租
税
系
の

上
供
銭
貨
で
あ
っ
た
。
新
鋳
銭
一

O
五
菌
貫
の
定
額
化
に
よ
り
、
内
蔵
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
租
税
系
上
供
銭
貨
の
回
途
額
の
倍
増
が
可
能
に
な

り
、
三
司
の
財
貨
運
用
は
一
段
と
強
化
さ
れ
た
。

租

税

系

上

供

銭

新
鋳
銭
の
上
供
定
額
を
定
め
て
四
か
月
後
、

天
躍
四
年
(
一

Oニ
O
〉
四
月
に
租
税
系
上
供
銭
が
定
額
化
さ
れ
た
。

上
供
新
鋳
銭
の
定
額
化

の
さ
い
、
内
臓
庫
か
ら
左
蔵
庫
へ
の
恒
常
的
な
六

O
高
貫
の
回
途
銭
貨
と
し
て
、
盟
銭
な
ど
租
税
系
の
上
供
銭
貨
を
充
て
た
こ
と
か
ら
、
租
税

系
上
供
銭
貨
の
定
額
化
は
、
三
司
が
新
鋳
銭
の
上
供
定
額
化
に
連
動
し
て
寅
施
し
た
財
政
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
節
で
は
租
税
系
上



供
銭
に
つ
い
て
、

そ
の
定
額
と
構
成
内
容
、
上
供
率
の
各
項
に
分
け
て
検
討
す
る
。

1 

租
税
系
上
供
銭
の
定
額

租
税
系
上
供
銭
の
定
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
直
接
そ
の
額
を
示
す
史
料
は
な
い
。

し
か
し
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で
は
あ
る

が
、
以
下
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
宋
史
』
巻
一
七
九
食
貨
下
一
舎
計
に
、

神
宗
臨
御
の
初
め
、
詔
し
て
毎
歳
内
藤
庫
に
納
め
る
銭
島
の
額
を
立
て
た
。
慶
暦
の
上
供
を
み
て
額
を
決
め
た
。

〈

幻

)

と
あ
る
。

上
供
銭
吊
の
定
額
は
す
で
に
員
宗
朝
に
立
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
、

」
れ
は
治
卒
四
年
(
一

O
六
七
〉

の
紳
宗
の
聞
位
に
と
も
な
い
、

仁
宗
朝
末
期
に
悪
化
し
た
財
政
の
再
建
策
の
一
理
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
、
上
供
定
額
の
改
定
作
業
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ

(

お

)

ろ
内
藤
庫
に
納
め
る
上
供
鐘
物
は
、
路
ご
と
の
費
目
と
歳
額
と
を
巌
し
く
定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、

は
、
上
供
組
額
を
直
接
改
定
し
た
の
で
は
な
く
、
路
ご
と
の
歳
額
の
改
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
の
上
供
定
額
の
改
定

- 45-

諸
路
の
上
供
歳
額
改
定
の
参
考
に
し
た
と
い
う
慶
暦
年
聞
の
上
供
賓
績
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
。
『
群
書
考
索
』
・
績
集
四
六
財
用

門
・
東
南
財
賦
「
租
宗
之
時
銀
絹
縮
努
銭
穀
威
仰
給
於
東
南
」
に
は
、
仁
宗
皇
帝一
の
慶
暦
三
年
(
一

O
Eニ
)
に
、

園
家
の
財
賦
を
舎
計
し
、
一
年
以
内
に
定
式
を
つ
く
れ
。
州
豚
の
人
件
費
や
諸
路
の
稔
迭
経
費
は
控
除
し
、
漕
運
・
陸
運
の
舟
車
の
費
用

を
勘
案
せ
よ
。

(

m
叩
〉

と
い
う
内
容
の
詔
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
式
を
定
め
る
と
い
う
か
ら
に
は
、
諸
路
の
上
供
歳
額
の
総
貼
検
が
行
わ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
成

果
が
参
照
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
後
文
に
は
「
而
し
て
東
南
金
由
巾
の
成
数
、
考
う
可
し
」
と
あ
り
、
章
如
愚
は
こ
の
と
き
の
東
南

(

ω

)

 

諸
路
の
金
銀
銭
吊
の
上
供
歳
額
の
概
数
を
衣
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
(
表

2
1
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こ
れ
に
よ
る
と
、
東
南
六
路
の
上
供
鎮
の
合
計
は
約
二
二
四
寓
絹
と
な
る
。
一
踊
建
路
な
ど
銭
監
が
あ
る
の
に
上
供
額
が
な
い
も
の
や
、
逆
に
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表2 慶暦三年諸路上供額

i上供銭(貫)I上供銀(雨)I上供絹(匹)I 

|ωoooo l… !… | 
340， 000 I 130， 000 300， 000 

270，000 i 220， 000 I 130， 000 I 

740，000 I 48，000 I 72，000 

一 2明，000 I ー |

江東

江西

湖南北

雨新東西

頑建

上
供
額
が
あ
る
の
に
銭
監
の
な
い
雨
新
路
・
荊
湖
北
路
等
が
あ
る
所
か
ら
、
こ
の
銭
額
は
租
税
系
の
上
供
銭
額

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

♀ 租
C 税

系の山上
旦 供
百銭
右

貨
丞〆7、

宝孟
入園
粋 の
中
m 歳
二五 入
己 を
h 記

す
史
料
と
し
て

一
七
九
食
貨
下
曾
計
、

崇
寧
六
年
(

『
宋
史
』

租
宗
の
と
き
、
園
計
の
仰
ぐ
所
は
み
な
寅
数
が
あ
っ
た
。
有
額
上
供
が
四

O
O菌
、
無
額
上
供
が
二

0
0

蔦
で
、
京
師
の
商
一
税
や
庖
宅
務
・
抵
蛍
所
等
の
雑
銭
欣
入
が
一

O
O高
あ
っ
た
。
三
司
は
こ
の
七

O
O寓

の
数
で
一
年
の
経
費
を
賄
い
、

(
H
U
)
 

と
あ
る
。

「
無
額
上
供
」

(

必

)
る
。
ま
た
、

そ
の
徐
剰
を
蓄
え
て
不
測
の
用
に
備
え
た
。

の
費
目
が
見
え
る
の
で

」
の
数
字
は
元
盟
五
年
(
一

O
八
二
)
以
降
の
も
の
で
あ

「
有
額
上
供
」

に
新
鋳
銭
は
含
ま
れ
ず
、

四

O
O寓
貫
は
左
蔵
庫
に
納
入
さ
れ
る
租
税
系
上
供

- 46-

鎮
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
年
前
の
元
豊
三
年
(
一
O
八
O
)
に
は
、
前
節

2
で
見
た
よ
う
に
、
上
供
新
鋳
銭
の
内

蔵
庫
・
左
臓
庫
へ
の
分
配
方
式
が
改
定
さ
れ
、
天
稽
以
来
の
定
額
一

O
五
高
貫
は
内
蔵
庫
分
一
五
寓
貫
と
左
蕨

-

|

庫
分
九

O
高
貫
と
に
分
割
さ
れ
た
。
た
だ
し
左
蔵
庫
は
こ
こ
か
ら
毎
年
三
三
商
品
駄
貫
ず
つ
を
内
臓
庫
に
入
れ
、

内
藤
庫
は
こ
れ
を
三
年
一
女
の
南
郊
大
躍
に
備
え
て
封
椿
す
る
。
三
司
の
管
理
下
に
あ
る
と
は
い
え
恒
常
的
な
歳
入
を
構
成
し
な
い
上
供
新
鋳

銭
は
、
三
司
の
一
年
の
経
費
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

租
税
系
上
供
鎮
の
額
は
慶
暦
の
こ
ろ
東
南
六
路
だ
け
で
計
二
二
回
高
貴
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
国
で
は
少
な
く
見
積
っ
て
も
三
百
数
十
高
な
い

し
四

O
O寓
貫
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
四

O
年
以
上
を
経
た
元
豊
期
に
、
租
税
系
上
供
鎮
の
綿
額
が
な
お
約
四

O
O寓
貫
程
度
で
あ
っ

た
と
す
る
と
、
慶
暦
期
か
ら
新
法
期
を
は
さ
ん
で
元
豊
期
ま
で
、
租
税
系
上
供
銭
の
歳
入
は
殆
ど
増
え
て
い
な
い
。
新
法
期
の
財
政
は
、

(

円

相

)

ゆ
る
新
法
系
の
諸
税
以
外
の
、
在
来
の
諸
税
の
課
税
額
を
殆
ど
増
加
さ
せ
な
か
っ
た
か
ら
、
租
税
系
上
供
銭
の
定
額
は
天
稽
四
年
の
歳
額
立
定

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
降
、

し、

わ



2 

租
税
系
上
供
銭
の
構
成
内
容

租
税
系
上
供
銭
は
ど
の
よ
う
な
費
目
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
。
府
州
の
租
税
牧
入
の
諸
費
目
を
見
る
と
、

れ
ば
、

ま
ず
開
封
府
で
は
、
張
方
卒
に
よ

の
赦
款
に
よ
っ
て
「
元
額
」
か
ら
三
分
を
減

(

M

H

)

 

じ
て
定
式
と
な
し
た
。
そ
の
結
果
、
夏
秋
二
税
の
餅
劃
が
四

O
高
有
徐
石
、
銭
が
三
四
菌
有
徐
貫
、
紬
絹
が
一

O
高
有
徐
疋
と
な
っ
た
。
鎮
の

「
元
額
」
は
四
八
高
徐
貫
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
刷
所
劃
・
紬
絹
を
除
い
た
南
税
の
課
額
で
あ
る
か
ら
、
課
税
額
三
田
高
有
能
貫
の

照
寧
の
初
め
こ
ろ
管
内
諸
蘇
の
南
税
の
課
額
が
過
重
な
の
で
、

皇
祐
五
年
(
一

O
五
三
〉

銭
の
費
目
は
雨
税
、
沿
納
銭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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ま
た
京
西
北
路
の
陳
州
で
は
、
管
内
四
鯨
の
催
納
す
べ
き
夏
税
は
、
新
法
系
の
諸
税
を
除
き
、
苗
子
が
七
七
、
五

O
O石
有
零
、
瞳
銭
が
一

五
、
八

O
O貫
有
零
、
正
税
・
屋
税
・
預
買
・
和
買
そ
れ
ぞ
れ
の
紬
絹
が
合
せ
て
三

O
、
二

O
O疋
有
零
、
同
じ
く
紙
綿
が
四
九
、

0
0
0有

(

必

〉

零
南
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
額
は
い
ず
れ
も
陳
州
の
夏
税
の
「
催
納
す
べ
き
」
額
す
な
わ
ち
課
額
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
陳
州
の
雨
税
の
徴

牧
費
目
に
つ
い
て
、
張
方
卒
は
別
の
奏
疏
に
お
い
て
、
「
陳
州
の
夏
秋
二
税
の
刷
所
爵
は
一
五
八
、

0
0
0有
零
石
、
正
税
・
和
預
買
の
紬
絹
は

三
O
、

0
0
0有
零
疋
、
紙
綿
は
四
九
、

0
0
0有
零
南
で
、
こ
れ
ら
は
常
賦
で
あ
る
。
盟
鏡
一
五
、
八

O
O有
零
貫
と
夏
秋
治
納
銭
は
古
く

(

必

)

か
ら
の
倣
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
銭
は
多
く
餅
闘
で
折
納
し
、
す
べ
て
銭
を
納
め
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
も
言
う
。
二
つ
の
記
事
を
あ
わ

せ
、
陳
州
の
夏
秋
の
全
徴
牧
費
目
か
ら
新
法
期
に
創
設
さ
れ
た
青
苗
鏡
・
克
役
銭
等
の
税
目
を
除
く
と
、
夏
秋
税
の
徴
牧
税
目
は
全
部
で

①
夏
税
餅
民
、
②
秋
税
制
刑
民
、
③
夏
秋
沿
納
鏡
、
以
下
夏
税
④
盟
鏡
、
⑤
正
税
絹
吊
、
⑤
屋
税
絹
南
、
⑦
預
買
絹
吊
、
③
和
買
絹
吊

の
八
項
目
と
な
る
。
張
方
卒
は
こ
の
う
ち
③
④
に
つ
い
て
は
課
額
は
鎮
で
あ
る
が
多
く
は
折
納
す
る
と
い
い
、
⑥
の
屋
税
に
つ
い
て
も
正
税
・

和
買
・
預
買
紬
絹
と
と
も
に
紬
絹
称
綿
の
額
で
一
括
し
て
い
る
。
し
か
し
屋
税
に
つ
い
て
は
南
京
麿
天
府
の
場
合
、
「
畿
内
七
燃
の
夏
秋
米
褒

は
一
五
二
、

0
0
0有
零
石
、
絹
は
四
七
、

0
0
0有
零
疋
で
、
こ
れ
は
田
畝
桑
功
か
ら
出
る
も
の
で
正
税
で
あ
る
。
ほ
か
に
沿
納
の
諸
色
の

名
目
の
雑
銭
が
一
二
ニ
、

0
0
0有
零
貫
あ
り
、
古
く
か
ら
の
倣
法
で
、
鏡
額
で
は
あ
る
が
銭
を
納
め
ず
穀
吊
で
折
納
す
る
。
た
だ
屋
税
五
、
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0
0
0
絵
貫
は
、
蓄
来
よ
り
本
色
見
鏡
を
納
め
て
い
る
」
と
い

い、

屋
税
は
も
と
も
と
銭
額
制
の
費
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ

て
右
に
整
理
し
た
八
項
目
の
徴
税
費
自
の
う
ち
、
鎮
額
を
課
額
と
す
る
も
の
は
③
夏
秋
沿
納
鏡
、
④
瞳
錦
、
⑤
屋
税
の
三
項
目
と
な
る
。

張
方
卒
は
、
夏
秋
雨
税
の
刷
所
到

・
網
島
を
「
正
税
」
、
こ
れ
と
上
供
の
和
預
買
絹
自
巾
と
を
併
せ
て
「
常
賦
」
、
そ
し
て
盟
銭

・
夏
秋
沿
納
銭
・

屋
税
等
を
「
倣
法
」
と
し
て
匡
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
課
税
の
性
格
が
異
な
る
と
認
識
し
て

レ
る
。

こ
の
「
倣
法
」
は
必
ず
し
も
「
違
法
」
を
意
味

せ
ず
、
雨
税
の
正
税
た
る
夏
秋
の
餅
爵
・
紬
絹
や
定
額
化
さ
れ
た
紬
絹
の
上
供
と
比
べ
、
前
代
以
来
の
古
色
蒼
然
た
る
課
税
だ
と
い
う
意
味
で

五
代
の
沿
徴
に
淵
源
す
る
夏
秋
沿
納
鏡
は
、
宋
朝
の
全
園
統

一
後
に
推
行
さ
れ
た
雨
税
版
籍
の
整
備
の
過
程
で
、
蓄
来
の
各

(
同
叩
〉

種
附
加
税

・
雑
税
を
統
合
し
、
十
世
紀
末
こ
ろ
ま
で
に
折
獲
を
許
容
す
る
「
縁
科
物
」
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
雨
税
の
附
加
税
で
あ
り
、
都
市

(

必

)

住
民
へ
の
課
税
で
あ
る
屋
税
と
同
様
、
と
も
に
土
地
税
と
し
て
田
賦
に
準
ず
る
課
税
が
な
さ
れ
た
正
規
の
租
税
で
あ
る
。
沿
納
銭
は

「雑
纂
之

(
印
)

ま
た
屋
税
は

「城
郭
之
賦
」
と
し
て
、
と
も
に
宋
朝
の
正
規
の
租
税
と
し
て
五
賦
の
一

に
数
え
ら
れ
る
。

あ
ろ
う
。
事
費
、

賦」、江
南
に
お
い
て
は
、

や
は
り
五
賦
の

一
に
数
え
ら
れ
る

「
丁
口
之
賦
」
す
な
わ
ち
身
丁
税
の
ほ
か
、
夏
税
絹
島
の
正
税
化
以
前
に
は
銭
額
鏡
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納
の
夏
税
「
税
銭
」
が
徴
牧
さ
れ
、
と
も
に
課
額
は
鐘
額
で
あ
っ
た
。
両
新
・
一
隅
建

・
荊
湖
・
贋
南
諸
路
の
五
代
以
来
の
身
丁
税
は
、
大
中
群

な
か
っ
た
の
で
、

す
で
に
回
賦
化
し
て
い
た
身
丁
税
は
封
象
と
な
ら

(

日

)

一
部
地
域
で
は
銭
額
制
の
賦
課
が
繕
績
し
、
北
宋
末
・
南
宋
初
に
新
た
に
賦
課
が
始
ま

っ
た
身
丁
銭
も
あ
る
。
ま
た
、
江
南

歳
額
計
四
五
寓
徐
貫
が
克
放
さ
れ
た
が

符
四
年
(
一

O
一
一
)
秋
七
月
の
詔
に
よ
っ
て

蓄
呉
|
南
唐
領
を
中
心
と
し
て
、

(

臼

)

ま
た
は
金
銀
絹
吊
で
折
納
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。

に
は
威
卒
三
年
(
一

O
O
O
)
以
前
、

雨
税
の
夏
税
課
額
は
「
税
鏡
」
額
で
定
め
ら
れ
、

こ
れ
を
見
絹
で
、

十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
全
園
で
正
規
の
租
税
と
し
て
諸
州
が
徴
牧
し
た
銭
額
制
の
課
税
費
目
を
ま
と
め
る
と
、
前
の
三
項
目

に
江
南
の
二
項
目
を
加
え
て
、
「
税
銭
」
・
身
丁
鏡
・
屋
税
・
盟
銭

・
沿
納
銭
の
計
五
項
目
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
折
療
を
許
容
す
る
も

の
も
あ
る
が
い
ず
れ
も
銭
額
制
の
徴
牧
費
目
で
あ
り
、

江
南
諸
路
の
「
税
銭
」

一
項
だ
け
が
十

一
世
紀
前
半
ま
で
に
銭
額
制
か
ら
物
額
制
に
轄

し
た
が
っ
て
園
初
以
来
、
諸
州
軍
が
徴
牧
し
た
租
税
系
の
上
供
鎮
貨
の
牧
入
源
は
、
十
一
世
紀
前
牟
に

「
税
鎮
」
の
銭
額
賦
課
が
麿

換
し
た
。



絶
す
る
ま
で
は
五
項
目
、
そ
の
後
は
身
丁
銭
・
屋
税
・
盟
銭
・
沿
納
銭
の
計
四
項
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
沿
納
銭
を
除
く

三
項
は
雨
税
(
正
税
〉
の
系
統
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
も
「
夏
秋
税
」
と
し
て
爾
税
と
併
せ
徴
牧
さ
れ
る
宋
朝
の
正
規
の
租
税
で
あ
る
。

系
上
供
銭
は
、
こ
れ
ら
銭
額
制
の
費
目
ご
と
に
徴
牧
し
た
銭
貨
の
中
か
ら
、
地
方
支
費
に
充
嘗
す
べ
き
額
を
控
除
し
た
の
ち
、
轄
運
司
を
鰹
て

中
央
に
迭
納
さ
れ
た
上
供
銀
貨
で
あ
る
。

3 

租
税
系
上
供
銭
の
上
供
率

衣
に
、
租
税
系
銭
貨
の
牧
入
に
劃
す
る
上
供
の
比
率
を
見
て
み
た
い
。
北
宋
に
お
け
る
租
税
系
の
貨
幣
牧
入
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
英
宗
の

治
卒
年
間
(
一

O
六
四
J
六
七
)
、
三
司
使
に
任
じ
た
察
裏
の
記
録
が
あ
る
。
『
奈
忠
恵
公
文
集
』
巻
二
二
園
論
要
目
「
論
兵
十
事
」
に
よ
れ
ば
、

銭
の
線
牧
入
は
三
、
六
八
二
高
二
、
五
四
一
貫
一
六
五
文
、
う
ち
夏
秋
税
が
四
九
三
高
二
、
九
九
一
貫
文
で
あ
る
。
た
だ
し
夏
秋
税
の
錨
額
に

(
臼
〉

は
折
境
分
が
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
夏
秋
税
の
銭
約
四
九
三
蔦
貫
は
、
課
額
に
基
づ
き
銭
額
換
算
し
た
折
幾
分
を
含
む
寅
徴
額
で
あ
る
。

ま
た
『
文
献
逼
考
』
巻
四
回
賦
考
に
よ
れ
ば
、
照
寧
十
年
の
二
税
の
鎮
の
総
牧
入
は
、
夏
税
の
銭
三
八
五
寓
徐
貫
、
秋
税
の
銭
一
七
三
高
徐

(

口

出

)

貫
、
計
五
五
九
寓
徐
貫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
や
は
り
折
幾
分
を
含
む
が
、
「
見
催
」
す
な
わ
ち
貧
徴
額
で
あ
る
。

右
の
二
つ
の
租
税
系
銭
貨
牧
入
を
比
べ
て
み
る
と
、
新
法
期
を
は
さ
ん
で
約
十
年
の
聞
に
、
租
税
系
鎮
貨
の
貫
徴
額
は
わ
ず
か
六
六
高
貫
し

か
増
え
て
い
な
い
(
年
卒
均
六
蔦
絵
貫
、
年
増
加
率
約
二
%
)
。
新
法
期
に
は
、
新
法
系
諸
税
以
外
の
既
存
の
諸
税
に
劃
し
て
増
徴
策
は
と
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
諸
路
州
燃
に
お
け
る
租
税
系
銭
貨
の
寅
徴
総
額
も
、
十
一
世
紀
初
頭
以
降
、
五

O
O
寓
貫
前
後
の
水
準
を
維
持
し
た
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

441 

一
方
、
租
税
系
の
徴
牧
鏡
貨
の
課
額
は
、
園
初
の
江
南
に
お
け
る
醤
五
代
の
諸
課
税
の
統
麿
合
や
、
十
世
紀
末
以
降
の
南
税
版
籍
の
全
図
的

な
整
備
、
江
南
諸
路
に
お
け
る
折
納
絹
吊
の
夏
税
正
税
化
な
ど
、
鐘
額
制
の
課
税
費
目
の
減
少
に
よ
っ
て
、
員
宗
朝
の
初
期
に
は
、
園
初
に
く

(

日

〉

ら
ベ
、
全
園
的
に
は
か
な
り
減
額
し
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
租
税
系
銭
貨
の
上
供
定
額
が
定
め
ら
れ
て
後
は
、
沿
納
鎮

・
屋
税
等
の
費
目
に

租
税
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お
い
て
折
獲
が
普
及
し
た
と
し
て
も
、
課
額
自
瞳
は
銭
額
で
維
持
さ
れ
る
。
ま
た
、

さ
き
に
見
た
皇
砧
五
年
の
開
封
府
に
お
け
る
課
額
の
三
割

減
額
な
ど
、
府
州
の
レ
ベ
ル
で
夏
秋
税
「
元
額
」

が
改
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
ほ
ど
頻
繁
か
つ
大
規
模
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
租

税
系
銭
貨
の
課
額
は
、
全
園
的
に
は
仁
宗
朝
以
降
、
新
法
期
を
は
さ
ん
で
北
宋
末
ま
で
、

ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

租
税
系
銭
貨
の
課
額
な
レ
し
賓
徴
額
が
右
の
よ
う
に
推
移
し
た
と
し
て
、
こ
れ
に
射
す
る
上
供
率
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
の

所

そ
の
額
が
判
明
し
て
い
る
租
税
系
上
供
銭
の
線
牧
入
は
、

九
世
間
二
、

0
0
0徐
貫
と
い
う
額
で
あ
る
。
至
道
末
の
租
税
牧
入
の
銭
額
は
四
六
五
高
徐
貫
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
供
率
は
約
四

O
%と
な
る
。

最
も
早
期
の
も
の
が
第
一
節
で
見
た
至
道
末
(
九
九
七
)
の
上
供
銭
貨
の
一
六

天
躍
末
に
は
租
税
の
銭
貨
牧
入
は
七

O
O寓
貫
を
こ
え
て
い
た
が、

は
、
慶
暦
三
年
こ
ろ
の
上
供
銭
額
が
東
南
諸
路
だ
け
で
二
二
四
高
貴
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
租
税
系
上
供
銭
の
額
は
、
全
園
的
に
は
三
百
数
十

上
供
銭
額
が
不
明
の
た
め
上
供
率
は
わ
か
ら
な
い
。

前
項
1
に
お
い
て

高
貫
か
ら
四

O
O寓
貫
と
推
測
し
た
。
こ
れ
に
封
し
治
卒
の
租
税
系
銭
貨
の
線
牧
入
は
約
五
O
O高
貴
で
あ
っ

た
か
ら
、
仁
宗
朝
後
牢
期
の
上

供
率
は
少
な
く
と
も
七

O
%を
こ
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
照
寧
十
年
の
租
税
系
鐘
貨
政
入
は
約
五
六

O
寓
貫
、

こ
れ
に
劃
し
て
元
豊

〈

日

山

)

期
の
「
有
額
上
供
」
す
な
わ
ち
租
税
系
上
供
鎮
の
額
は
四

O
O高
貴
で
あ
っ
た
か
ら
、
照
寧

・
元
豊
期
の
上
供
率
も
ほ
ぼ
七

O
%と
な
る
。
租

- 50ー

税
系
上
供
銭
は
天
糟
四
年
の
上
供
歳
額
立
定
以
降
、
銭
貨
貫
徴
額
の
ほ
ぼ
七

O
%
の
上
供
率
で
、
北
宋
末
ま
で
そ
の
定
額
を
維
持
し
た
と
見
ら

れ
る
。

四

新
法
期
以
降
の
上
供
銭
貨

陳
停
良
は
『
止
策
文
集
』
巻

一
九
赴
桂
陽
軍
擬
奏
事
割
子
第
二
に
お
い
て
、
園
初
か
ら
新
法
期
ま
で
の
上
供
の
推
移
に
つ
い
て
、

建
陸
か
ら
景
徳
ま
で
の
四
五
年
開
、
雁
在
の
金
銀
銭
由
巾
糧
草
雑
物
は
七
、

し
な
か
っ
た
の
で
、
富
は
天
下
に
臓
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

一
四
八
高
〔
複
合
皐
位
〕

に
達
し
た
が
、
州
軍
に
留
め
て
曾
計

大
中
群
符
元
年
に
三
司
が
奏
し
て
諸
路
の
ハ
上
供
の
)
歳
額
を
立
て

配
岩
手

の
新
政
で
そ
の
額
は
倍
増
し
た
。



(
m
む

と
概
一
括
す
る
。
留
州
銭
物
は
園
初
以
来
「
係
省
」
と
さ
れ
て
中
央
の
管
理
下
に
あ
り
、
淳
化
末
以
降
は
州
軍
の
牧
支
は
「
鷹
在
」
と
し
て
舎
計

さ
れ
た
こ
と
は
前
に
見
た
が
、
上
供
さ
れ
る
財
貨
は
定
額
化
以
前
は
稔
迭
量
も
少
な
く
、
州
軍
に
は
多
額
の
財
貨
が
蓄
積
さ
れ
た
。
各
種
財
貨

(
悶
叩
〉

の
上
供
に
定
額
が
設
け
ら
れ
て
以
降
も
、
西
夏
と
の
戦
争
で
財
政
事
情
が
悪
化
す
る
ま
で
、
州
軍
に
お
け
る
財
貨
の
蓄
積
は
緩
い
た
か
ら
、
上

供
の
定
額
化
は
た
だ
ち
に
州
軍
の
留
州
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
陳
停
良
は
、
新
法
に
よ
っ
て
上
供
の
額
が
倍
増
し
た
と

言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
各
種
上
供
の
定
額
を
倍
増
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
上
供
鐘
貨
の
場
合
、
租
税
系
・
新
鋳
銭
系
と
も
北
宋
末
ま

で
天
躍
の
定
額
が
維
持
さ
れ
た
。
照
寧
・
元
豊
期
に
よ
供
銭
貨
の
線
額
が
増
加
し
、
州
軍
の
歳
入
の
減
少
が
始
ま
っ
た
の
は
、
「
朝
廷
封
椿
銭

物
」
と
「
無
額
上
供
銭
」
と
い
う
新
規
の
費
目
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

1 

朝
廷
封
椿
銭
物
と
し
て
の
常
卒
銭

新
法
期
じ
は
克
役
銭
・
青
苗
銭
な
ど
の
新
た
な
銭
額
制
の
附
加
税
が
創
設
さ
れ
、
新
法
系
諸
税
に
よ
る
銭
貨
の
牧
入
は
照
寧
十
年
こ
ろ
に
は

(
臼
)

約

て

八

O
O寓
貫
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
銭
貨
は
嘗
初
殆
ど
が
地
方
で
支
用
さ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
存
留
さ
れ
た
銭
貨
牧
入
に
射
し

て
「
封
椿
」
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
封
椿
と
は
、
三
司
の
管
轄
下
で
諸
司
官
府
の
係
省
財
貨
の
支
用
を
凍
結
し
、
官
府
聞
の
財

(

印

)

貨
の
移
用
に
備
え
て
封
癒
す
る
財
政
措
置
で
、
新
法
期
以
前
に
も
諸
司
の
財
貨
を
封
椿
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

新
法
期
に
は
諸
路
の
財
務
の
管
轄
系
統
が
轄
蓮
司
系
と
常
卒
司
系
と
に
二
分
さ
れ
、
轄
運
司
の
掌
管
劉
象
は
租
税
と
酒
税
・
一
商
税
に
限
定
さ

(

臼

)

れ
、
新
法
諸
法
を
含
む
そ
の
他
の
財
務
は
す
べ
て
常
卒
司
が
掌
僻
目
し
た
。
こ
の
常
卒
司
の
管
轄
下
で
、
州
燃
で
徴
放
さ
れ
た
諸
税
の
多
く
の
費

目
が
「
封
椿
錨
物
L

に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
提
貼
刑
獄
司
の
管
轄
下
で
は
、
そ
れ
ま
で
州
軍
の
牧
入
と
な

っ
て
い
た
禁
軍
閥
額
銭
が
封
椿
錨
物

(

臼

)

に
指
定
さ
れ
た
。

照
寧
五
年
(
一

O
七
二
〉
か
ら
八
年
(
一

O
七
五
)
に
か
け
て
、

443 

新
法
系
諸
税
の
う
ち
、
克
役
鐘
は
嘗
初
す
べ
て
地
方
支
費
と
さ
れ
た
が
、

長
・
批
丁
・
番
長
の
役
を
順
女
鹿
止
し
、
克
役
銭
の
中
か
ら
支
出
し
て
い
た
雇
銭
(
番
戸
長
壮
丁
雇
銭
)
を
封
椿
し
て
、
こ
れ
を
専
ら
吏
誌
燃
や
保

- 51-
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(
臼
)

甲
の
費
用
に
充
蛍
し
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
街
前
の
報
酬
や
青
苗
銭
の
支
俵
に
充
て
ら
れ
た
坊
場
税
銭
(
買
撲
坊
場
河
渡
銭
)
も
岡
県
'
寧
八
年
か
ら

(
臼
〉

封
椿
さ
れ
、
克
役
銭
と
と
も
に
吏
緑
に
充
嘗
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
銭
は
一
括
し
て
「
常
卒
銭
」
と
稽
さ
れ
た
が
、
州
軍
に
お
け
る
多
額
の
蓄
積

の
中
央
移
管
を
企
画
し
た
政
府
は
、
元
盟
五
年
(
一

O
八
二
〉
に
管
轄
を
司
農
寺
か
ら
戸
部
右
曹
に
う
つ
し
、

(

臼

)

新
置
の
元
盟
庫
に
稔
納
さ
せ
た
。

「
朝
廷
封
椿
銭
物
」
に
指
定
し
て

銭
貨
に
射
す
る
封
椿
の
制
度
は
、
主
と
し
て
新
法
系
諸
税
や
禁
軍
閥
額
銭
等
、
既
存
の
課
税
瞳
系
の
外
に
あ
る
銭
貨
牧
入
に
劃
し
て
、
嘗
初

は
地
方
支
費
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
中
央
が
他
の
費
用
に
流
用
す
る
た
め
に
震
動
し
た
財
政
措
置
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
上
供
瞳
系
の
内
部
で

直
接
地
方
支
費
を
中
央
が
吸
い
上
げ
る
措
置
で
は
な
い
。

の
財
貨
の
移
用
、

銭
貨
の
循
環
の
数
率
化
を
は
か
る
運
用
措
置
で
あ
り

」
れ
に

る針
。し

「
朝
廷
封
椿
銭
物
」

t土

常
卒
司
系
新
法
諸
税
の
う
ち
地
方
に
封
椿
さ
れ
て
い
る
財
貨
の
一
部
を

元
豊
庫
に
鞍
納
さ
せ
た
も
の
で
あ

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
常
卒
銭
は
州
軍
封
格
分
と
元
豊
庫
験
納
分
と
に
分
割
さ
れ
た
。
地
方
の
存
留
銭
貨
が
中
央
の
元
豊
庫
へ
験
納
さ
れ
た
と

- 52ー

元
盟
庫
へ
の
搬
入
は
、
元
豊
庫
が
新
設
さ
れ
た
こ
の
年
か
ぎ
り
の
措
置
で
あ
り
、

い
う
意
味
で
、
朝
廷
封
椿
銭
物
と
し
て
の
常
卒
銭
を
新
法
期
に
お
け
る
新
た
な
上
供
鏡
貨
の
創
出
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
常
卒
鎮
の

し
か
も
こ
の
年
の
う
ち
に
、
常
卒
鏡
の
一
宇
を
構
成
す
る
坊

場
税
銭
が
「
無
額
上
供
鐘
」
の
一
費
目
に
指
定
さ
れ
、
克
役
鎮
の
方
は
従
前
の
封
椿
方
式
に
も
ど
さ
れ
た
。
営
時
の
史
料
は
常
卒
鎮
の
元
豊
庫

へ
の
稔
納
に
「
上
供
」
の
語
を
用
い
ず
、

し
た
が
っ
て
常
卒
鎮
に
劃
し
て
も
「
上
供
銭
」
と
い
う
呼
稿
を
興
え
て
い
な
い
。

2 

無
額
上
供
鎮
の
創
設
と
北
宋
後
牟
期
の
上
供
銭
貨

新
法
期
に
は
も
う
一
つ
新
規
の
上
供
銭
貨
と
し
て
「
無
額
上
供
銭
」
が
創
設
さ
れ
た
。
創
設
年
次
は
、

「
朝
廷
封
椿
鎮
物
」
と
同
じ
く
、
元

盟
五
年
(
一

O
八
二
)

恒
常
性
・
安
定
性
を
歓
く
牧
入
や
、

(

侃

)

に
お
け
る
不
定
期
の
雑
牧
入
な
ど
、
総
じ
て
定
額
化
が
不
可
能
な
銭
貨
牧
入
に
劃
す
る
呼
稀
で
あ
る
。

で
あ
る
。

「
無
額
」
と
は
定
額
を
有
す
る
「
有
額
」
に
封
し

或
い
は
地
方
官
府

『
文
献
通
考
』
巷
二
三
園
用
考
に
よ
れ



ば
、
こ
の
と
き
上
供
年
額
外
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
無
額
上
供
銭
の
徴
牧
費
目
は
、
次
の
十
五
項
目
で
あ
る
。

①
坊
場
税
鏡
、
②
増
添
盟
酒
鏡
、
③
買
呑
馨
鏡
、
④
貰
秤
斗
鏡
、
⑤
買
銅
鉛
鏡
、
⑤
披
剃
鏡
、
⑦
封
賠
鏡
、
③
淘
尋
野
料
鏡
、
⑨
額
外
鋳

到
鏡
、
⑬
銅
鉛
本
脚
銭
、

⑪
竹
木
税
銭
、
⑫
誤
支
請
受
鏡
、
⑬
代
支
失
陥
賞
鏡
、
⑪
賦
罰
鏡
、
⑮
戸
絶
物
烏
銭

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
州
軍
に
存
留
さ
れ
て
地
方
支
費
に
充
嘗
さ
れ
、
上
供
銭
貨
の
劃
象
費
目
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
徴
税
費
目

で
あ
る
。
た
だ
①
坊
場
税
銭
は
、
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
元
豊
五
年
に
番
戸
長
推
丁
雇
銭
と
と
も
に
「
常
卒
銭
」
と
し
て
元
豊
庫
に
稔
納
さ
れ

(

町

)

た
。
し
た
が
っ
て
無
額
上
供
鎮
は
常
卒
鎮
の
う
ち
の
坊
場
税
鎮
だ
け
を
そ
の
一
項
に
指
定
し
て
上
供
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
②
培
添
盟
酒

鏡
、
③
買
香
饗
銭
は
、
課
利
に
付
障
す
る
銭
貨
牧
入
の
一
部
が
初
め
て
上
供
銭
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
⑨
額
外
錆

到
銭
は
、
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
元
豊
三
年
以
降
は
三
五
高
貫
を
年
額
と
し
て
、
上
供
四
鏡
監
か
ら
直
接
内
臓
庫
に
搬
入
さ
せ
て
い
る
。
上
供

定
額
外
で
は
あ
る
が
年
額
化
さ
れ
て
い
る
の
で

し
た
が
っ
て
元
盟
五
年
に
無
額
上
供
鐘
に
指
定
さ
れ
た
額
外
鋳
到
鐘

は
、
上
供
四
鏡
監
の
年
額
三
五
寓
貫
以
外
に
、
諸
監
が
鋳
造
し
た
新
鋳
銭
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
無
額
」

で
は
な
い
。

- 53ー

無
額
上
供
鏡
は
、
『
宋
史
』
巻
一
七
九
食
貨
下
一
舎
計
、
崇
寧
元
年
(
二

O
二
)
の
僚
に
、

諸
路
の
無
額
銭
物
は
、
式
を
立
て
て
提
刑
司
に
下
し
、
三
年
を
超
え
て
ま
だ
起
護
し
て
い
な
い
額
は
、

(
飴
〉

と
あ
る
よ
う
に
提
酷
刑
獄
司
の
管
轄
下
に
あ
り
、

一
季
を
限
っ
て
聞
奏
さ
せ
る
。

轄
運
司
の
扱
う
租
税
系
上
供
銭
や
、

常
卒
司
の
扱
う
新
法
系
諸
税
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ

る。
か
く
し
て
元
豊
五
年
以
降
、
宋
朝
の
上
供
鎮
貨
は
、
園
初
以
来
の
租
税
系
上
供
銭
・
上
供
新
鋳
銭
に
新
た
に
無
額
上
供
銭
が
加
わ
っ
て
、
合

せ
て
三
系
統
と
な
っ
た
。
そ
の
後
崇
寧
年
聞
に
は
上
供
格
を
重
修
し
、
諸
路
の
上
供
額
は
十
数
倍
に
増
加
し
た
と
い
う
が
、
上
供
銭
貨
と
し
て

(

印

)

新
規
の
費
目
は
創
設
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
租
税
系
上
供
銭
は
轄
運
司
、
新
鋳
銭
は
戸
部
と
内
臓
・
左
臓
雨
庫
、
無
額
上
供
銭
は
提
刑
司

が
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
元
豊
五
年
以
降
の
史
料
に
現
わ
れ
る
上
供
銭
貨
は
、
右
の
三
系
統
の
上
供
銭
貨
の
い
ず
れ
を
指
す
の

か
、
名
穏
だ
け
か
ら
は
剣
別
で
き
な
い
が
、
管
轄
系
統
を
見
る
こ
と
に
よ
り
分
別
が
可
能
と
な
る。
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(
河
)

元
豊
五
年
以
前
の
事
例
で
は
、
照
寧
七
年
(
一

O
七
四
)
に
京
東
で
の
牧
縫
に
あ
た
り
、
穂
運
司
は
上
供
銭
由
巾
を
裁
留
し
て
緩
本
と
な
し
た
。

元
盟
元
年
(
一
O
七
八
)
に
ほ
、
西
南
遁
境
の
戦
費
に
充
て

る
た
め
、
朝
廷
は
度
牒
五

O
O逼
を
三
司
に
賜
り
、
庚
南
西
路
か
ら
三
司
に
捻
納
す

べ
き
上
供
銭
五
寓
縄
を
康
南
西
路
経
略
司
に
興
え
、
ま
た
湖
南
で
は
培
鋳
の
た
め
上
供
銭
一

O
高
繕
を
借
支
し
て
銀
銅
を
買
い
、
鋳
造
し
た
銭

(η
〉

で
償
還
さ
せ
た
。
京
東

・
康
南
東
西
路
に
は
上
供
銭
監
は
な
く
、
湖
南
路
の
場
合
は
地
方
向
け
鋳
銭
監
の
増
鋳
策
で
あ
り
、
ま
た
い
ず
れ
も
無

額
上
供
鎮
の
指
定
以
前
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
上
供
銭
は
租
税
系
上
供
銭
で
あ
る
。

無
額
上
供
銭
が
創
設
さ
れ
た
元
豊
五
年
以
降
の
事
例
で
は
、
元
盟
六
年
(
一

O
八
三
)
に
入
内
高
口
聞
の
曾
慮
厚
が
庚
東
の
詔
州
・
恵
州
に
涯
遣

さ
れ
、
内
蔵
庫
上
供
鐘
を
監
査
し
た
。
庚
南
東
路
に
上
供
銭
監
は
な
い
が
詔
州
に
は
地
方
支
費
用
の
鐸
銭
監
司
が
あ
る
の
で
、
こ
の

「内
蔵
庫

(
η
)
 

上
供
銭
」
は
無
額
上
供
銭
に
指
定
さ
れ
た
額
外
鋳
到
銭
で
あ
ろ
う
。
ま
た
元
盟
七
年
(
一

O
八
四
)
、
庚
南
西
路
の
上
供
銭
を
封
椿
さ
せ
た
が
、

(η) 

こ
の
上
供
銭
は
禁
軍
閥
額
銭
米
と
と
も
に
封
椿
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
提
刑
司
が
管
轄
し
た
無
額
上
供
銭
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
元
祐
四
年
(
一

- 54ー

O
八
九
)
十
一
月
の
蘇
拭
の
奏
に
は

「
雨
新
の
銭
荒
針
策
と
し
て
、
提
貼
刑
獄

・
轄
運
雨
司
の
も
と
に
あ
る
上
供
銭
を
諸
州
の
税
戸
に
興
え
、

(

九

)

そ
れ
で
金
銀
紬
絹
を
買
わ
せ
て
上
供
年
額
を
充
足
さ
せ
れ
ば
よ
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
上
供
銭
の
管
轄
官
司
が
明
示
さ
れ
、
提
貼
刑
獄
司
の

上
供
銭
が
無
額
上
供
銭
を
、
務
運
司
の
上
供
銭
が
租
税
系
上
供
鐘
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

に
は
雨
漸
の
慮
州
等
で
銀
坑
が
閉
塞
さ
れ
た
た
め
、

(

万

)

裁
留
し
て
麿
副
し
、
銀
を
買
っ
て
京
師
に
遺
る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
。
雨
漸
路
に
は
上
供
鏡
監
は
な
か
っ
た
か
ら
、
戸
部
の
管
轄
下
で
買

ま
た
元
枯
五
年
(
一

O
九
O
)

諸
州
が
管
理
す
る
上
供
鐘
と

「
無
額
官
鐘
」

の
一
部
を

所
定
の
期
限
内
に
所
要
人
員
と
運
船
と
が
調
達
で
き
な
い

〈

刊

山

)

場
合
は
捲
嘗
官
を
科
罰
す
る
よ
う
、
江
准
荊
漸
等
路
制
置
護
運
司
が
要
請
し
て
裁
可
さ
れ
た
。
こ
こ
に
敢
え
て
上
供
銭
物
に
「
有
額
」
の
語
を

諸
路
州
軍
の
起
設
す
る

「
有
額
上
供
銭
物
」

「
無
額
官
接
」
が
無
額
上
供
銭
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
元
符
元

に
つ
い
て
、

銀
の
資
本
と
し
て
裁
留
さ
れ
た
上
供
鏡
が
租
税
系
上
供
銭
を

年
(
一

O
九
八
〉
に
は

冠
し
て
い
る
所
を
見
れ
ば
、
無
額
上
供
銭
は
京
師
へ
の
納
付
期
限
も
他
の
上
供
銭
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。



新
法
期
に
出
現
し
た
二
つ
の
上
供
銭
貨
は
、
と
も
に
地
方
官
府
の
貨
幣
牧
入
の
一
部
を
中
央
が
吸
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
封
椿
の
封
象
と

さ
れ
た
番
戸
長
妊
丁
雇
銭
や
、
坊
場
税
銭
を
含
む
無
額
上
供
銭
は
、
と
も
に
従
来
地
方
官
府
の
牧
入
と
さ
れ
て
い
た
諸
費
目
を
上
供
銭
貨
に
指

定
し
、
上
供
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
元
豊
五
年
、
新
規
に
創
設
さ
れ
た
無
額
上
供
鐘
の
線
牧
入
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
約
二

O
O
高
娼
、
有

額
の
上
供
銭
の
組
牧
入
の
ほ
ぼ
半
額
に
達
し
た
。
常
卒
司
・
提
貼
刑
獄
司
管
轄
下
の
封
椿
銭
物
の
増
加
や
新
規
の
上
供
の
出
現
に
よ
り
対
州
軍

で
は
留
州
が
激
減
し
、
そ
の
た
め
路
内
の
財
貨
の
過
不
足
を
調
整
し
な
が
ら
上
供
職
納
の
責
務
を
遂
行
し
て
き
た
轄
運
使
の
裁
量
の
幅
が
狭
ま

(η
〉

り
、
上
供
が
停
滞
し
て
戸
部
(
左
曹
)
の
財
政
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

新
法
期
の
貨
幣
牧
入
の
増
加
は
、
全
園
的
に
見
れ
ば
既
存
の
課

税
瞳
系
の
外
に
新
規
の
鐘
額
制
諸
税
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
闘
家
財
政
の
内
部
で
は
、
地
方
官
府
や
諸
路
轄
運
司
の

管
理
下
に
あ
る
財
源
を
、
中
央
が
牧
奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

結

- 55ー

北
宋
時
代
、

地
方
官
府
で
徴
牧
さ
れ
た
銭
貨
は
、
園
初
に
は
租
税
と
課
利
と
の
別
な
く
上
供
さ
れ
た
が
、
地
方
支
費
の
中
央
管
理
盟
制
の

至
道
末
ま
で
に
は
舎
計
上
、
租
税
系
の
牧
入
と
課
利
系
の
牧
入
と
は
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
課
利
牧
入
は
殆
ど
が

確
立
に
と
も
な
い
、

地
方
支
費
に
充
嘗
さ
れ
た
が
、
租
税
系
の
銭
貨
枚
入
は
地
方
支
費
(
留
州
)
を
控
除
し
た
後
、

で
あ
る
。

残
品
開
全
額
を
上
供
し
た
。

」
れ
が
「
上
供
銭
」

北
宋
前
牢
期
の
上
供
銭
貨
と
し
て
は
、
「
上
供
銭
」
と
は
別
に
、
太
宗
朝
に
始
ま
る
鋳
造
銅
銭
が
あ
る
。
銅
銭
の
歳
鋳
額
は
十
世
紀
末
に
は

四
銭
監
で
計
一

O
O寓
貫
を
こ
え
た
が
、
十

一
世
紀
初
頭
以
降
は
銅
坑
が
振
わ
ず
、
新
鋳
銭

一
O
五
寓
貫
の
上
供
を
定
額
化
し
た
の
は
天
梧
三

年
(
一

O
一
九
)
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
定
額
化
は
同
時
に
内
藤
庫
か
ら
左
臓
庫
へ
の
回
途
銭
貨
を
年
額
六

O
高
貫
に
倍
増
す
る
政

策
と
連
動
し
て
い
た
。
こ
の
銭
は
「
年
退
銭
」
と
よ
ば
れ
、
盟
銭
な
ど
租
税
系
上
供
銭
貨
が
充
て
ら
れ
た
。
そ
こ
で
内
蔵
左
蔵
雨
財
庫
聞
の
銭

447 

貨
の
循
環
を
強
化
し
て
財
政
支
出
の
数
率
化
を
は
か
る
三
司
は
、

そ
の
四
か
月
後
の
天
稽
四
年
四
月
に
租
税
系
上
供
銭
の
上
供
定
額
を
定

め
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た
。
十
世
紀
末
か
ら
十

一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
絹
南
市

・
糧
剤
・
金
銀
等
の
上
供
定
額
が
あ
い
つ
い
で
定
め
ら
れ
る
中
、

「上
供
銭
」
の
定
額

化
が
か
な
り
遅
れ
た
理
由
は
、
三
司
の
管
理
下
に
あ
る
左
臓
庫
の
銭
貨
不
足
と
銅
銭
歳
鋳
の
停
滞
を
主
な
原
因
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
鋳
銭
は
そ
の
後
照
寧
年
聞
に
内
臓
庫
へ
一
一
高
徐
貫
、
左
蔵
庫
へ
九
三
寓
徐
貫
を
納
め
さ
せ
て
年
退
銭
の
制
度
を
慶
止
し、

さ
ら
に
元
豊

の
改
革
で
左
蔵
庫
へ
の
九

O
高
貫
納
入
を
恒
常
化
さ
せ
る
。

左
蔵
庫
の
在
庫
を
増
や
し
、

三
司
の
銭
貨
運
用
能
力
を
強
化
す
る
政
策
で
あ
っ

た。
租
税
系
上
供
銭
は
、
商
税
、沿
納
銭
の
ほ
か
盟
銭

・
屋
税

・
身
丁
銭
等
、
宋
朝
の
「
正
賦
」
と
し
て
徴
牧
さ
れ
た
銭
貨
の
ほ
ぼ
七

O
%を
上
供

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
上
供
率
は
天
稽
四
年
の
定
額
化
以
降
、
夏
秋
税
の
課
額

・
寅
徴
が
あ
ま
り
緩
動
せ
ず
、

ま
た
新
法
期
に
在
来
の
諸

税
の
増
徴
策
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
北
宋
末
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
水
準
を
保
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
法
期
に
は

「
封
椿
」
の
制
に
よ
り
常
卒
司
の
管
轄
下
で
新
た
に
多
く
の
鈍
物
が
地
方
で
の
支
用
を
凍
結
さ
れ
、
中
央
の
管
理
下
に
置
か

- 56ー

れ
た
。
こ
の
う
ち
克
役
銭
・
坊
場
税
銭
の
封
椿
分
〈
常
卒
銭
)
は
元
畳
五
年
(
一

O
八二)、

「
朝
廷
封
椿
銭
物
」
と
稽
し
て
新
置
の
元
豊
庫
に
納

入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
事
質
上
の
上
供
鏡
貨
で
あ

っ
た
が

一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、
常
卒
銭
は
「
上
供
銭
」
と
は
よ
ば
れ
な
か

っ
た
。

同
年
、
こ

れ
ま
で
上
供
の
封
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
地
方
官
府
の
銭
貨
牧
入
十
数
費
目
が
、
提
刑
司
の
管
轄
下
で
「
無
額
上
供
銭
」
に
指
定
さ
れ
て
戸
部
の

新
た
な
財
源
と
さ
れ
た
。
こ
の
無
額
上
供
銭
は
地
方
官
府
の
雑
牧
入
の
ほ
か
、
盟
酒
香
磐
等
の
課
利
に
附
随
す
る
銭
貨
牧
入
の

一
部
を
増
添
盤

酒
銭
、
買
呑
磐
鏡
等
と
し
て
含
む
と
と
も
に
、
常
卒
銭
の
一
宇
を
構
成
し
た
坊
場
税
銭
を
吸
牧
し
て
そ
の

一
費
目
と
し
て
い
た
。

か
く
し
て
元
豊
五
年
以
降
、

上
供
銭
貨
の
牧
入
は
、
①
「
上
供
銭
」
約
四

O
O高
貫
(
定
額
。
縛
運
司
↓
左
蔵
庫

・
戸
部
)
、
②
新
鐸
銭
一

O
五

高
貫
(
定
額
。
四
銭
監
↓
左
蔵
庫
〉
、

③
無
額
上
供
鎮
約
二

O
O高
貫
(
不
定
額
。
提
刑
司
↓
戸
部
)
、

し
か
し
こ
の
時
期
、
新
法
系
諸
税
だ
け
で
全
園
の
貨
幣
牧
入
は
一

、
計
約
七

O
O高
貫
と
な
り
、

三
系
統
と
も
戸

部
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。

入

O
O高
貫
を
超
え
て
レ
た
と
い
う
か
ら
、

地
方
に
は
な
お
こ
れ
ら
上
供
銭
の
総
額
に
数
倍
す
る
銭
貨
が
存
留
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
三
系
統
の
上
供
銭
貨
は
、
北
宋
最
末
期
か
ら
南
宋
初
期
に
か
け
て
大
き
く
繁
容
を
と
げ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
①
租
税
系
上
供
銭



(
鴻
)

は
南
宋
初
期
に
は
「
祖
宗
の
正
賦
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
額
は
約
二

O
O寓
絹
に
半
減
し
た
。
②
新
鐸
銭
は
銅
銭
鋳
造
能
力
の
低
下
で
上
供

額
が
二

0
1三
O
高
貫
に
ま
で
激
減
し
た
。
③
無
額
上
供
銭
と
な
ら
ん
で
北
宋
最
末
期
に
は
「
経
制
銭
」
が
創
設
さ
れ
、
ま
も
な
く
鹿
止
さ
れ

た
が
南
渡
の
直
後
に
復
活
整
備
さ
れ
、
紹
興
年
聞
に
は
「
組
制
銭
」
と
合
併
し
て
「
経
組
制
鎮
」
と
な
り
、
無
額
上
供
鐘
を
吸
牧
し
て
中
央
政

府
の
重
要
な
財
源
と
な
る
。
南
宋
初
期
に
は
、
こ
の
ほ
か
地
方
的
な
「
月
椿
銭
」

「
大
軍
銭
」

「
折
吊
銭
」
な
ど
多
様
な
鏡
額
制
諸
税
が
出
現

し
、
課
利
牧
入
も
酒
税
・
-
一
商
税
を
除
い
て
そ
の
殆
ど
が
直
接
中
央
政
府
の
牧
入
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
南
宋
期
の
上
供
瞳
系
は
北
宋
の
制
度

を
緩
承
し
な
が
ら
も
襲
化
し
た
部
分
も
大
き
く
、
銭
貨
の
上
供
に
つ
い
て
も
北
宋
期
と
は
か
な
り
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
北
宋
後
半
期
の
三

系
統
の
上
供
銭
貨
が
南
宋
期
に
ど
の
よ
う
に
繕
承
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
饗
容
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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註(
1
〉
日
野
関
三
郎
「
北
宋
時
代
に
お
け
る
貨
鰐
経
済
の
褒
逮
と
園
家
財
政

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
〈
『
歴
史
拳
研
究
』
二
|
四
、
一
九

三
四
、
『
日
野
関
三
郎
東
洋
史
皐
論
集
』
第
六
巻
所
牧
〉
、
全
漢
昇

「
唐
宋
政
府
歳
入
輿
貨
幣
経
済
的
関
係
」
(
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

二
O
、

一
九
四
八
)
等
。

(
2
〉
「
北
宋
の
財
政
と
貨
幣
経
済
」
(
『
中
園
専
制
園
家
と
祉
曾
統
合
』

一
九
九

O
、
『
宋
代
中
閣
の
園
家
と
経
済
』
一
九
九
八
所
牧
〉
。

(
3
〉
拙
稿

「
宋
代
上
供
の
構
成
と
財
政
運
用
」
(
島
根
大
筆
法
文
筆
部
紀

要
『
社
曾
シ
ス
テ
ム
論
集
」
て
一
九
九
六
)
参
照
。

(

4

)

日
野
関
三
郎
「
北
宋
時
代
に
お
け
る
銅
銭
銭
の
需
給
に
つ
い
て
」

(
『
歴
史
皐
研
究
』
六
|
五
、
一
九
三
六
、
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
四
月
子

論
集
』
第
六
巻
所
枚
〉
、
中
嶋
敏
「
北
宋
時
代
に
於
け
る
新
鋳
銭
の
上

供
と
財
庫
」
(
『
祉
禽
経
済
史
拳
』
一
一
一
|
三
、
一
九
四
二
、

『
東
洋

史
象
論
集
|
宋
代
史
研
究
と
そ
の
周
透
i
』
一
九
八
八
所
牧
)
、
曾
我

部
静
雄
『
宋
代
財
政
史
』
(
一
九
四
一
〉
所
枚
の
諸
論
文
、
久
富
害
時

「
南
宋
の
財
政
と
経
線
制
銭
」

(
『
北
大
史
筆
』
九
、
一
九
六
五
〉
、
王

徳
毅
「
南
宋
雑
税
考
」

〈
史
原
二
、
一
九
七
一
)
、

郭
正
忠
「
南
宋
中

央
財
政
貨
幣
放
牧
考
緋
」
(
『
宋
遼
金
史
論
叢
』
て
一
九
八
五
〉
等
。

(

5

)

『
宋
史
』
巻
一
七
四
食
貨
上
二
賦
税
「
宋
創
設
賦
、
其
類
有
五
。
日

公
田
之
賦
、
凡
国
之
在
官
、
賦
民
耕
而
枚
其
租
者
是
也
。
自
民
国
之

賦
、
百
姓
各
得
専
之
者
是
也
。
日
城
郭
之
賦
、
宅
税
・
地
税
之
類
是

也
。
日
丁
口
之
賦
、
百
姓
歳
総
身
丁
銭
米
是
也
。
日
雑
餐
之
賦
、
牛

革
・
彊
麗
之
類
、
随
其
所
出
、
繁
而
輸
之
是
也
」
。

(

6

)

『
長
編
』
各
五
、
太
租
乾
徳
二
年
(
九
六
ご
詔
「
是
歳
、
始
令
諸

州
自
今
毎
歳
受
民
租
及
第
権
之
謀
、
除
支
度
給
用
外
、
凡
絹
島
之
類
、

悉
輩
迭
京
師
」
。
こ
の
詔
は
翌
年
に
重
申
(
同
径
六
、
乾
徳
三
年
三
月

後)。

(
7
)

『
文
献
通
考
』
巻
一
一
一
一
一
園
用
考
一
「
(
開
賓
)
六
年
、
令
諸
州
奮
属
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公
使
銭
物
、
霊
数
係
省
、
母
得
妄
有
支
費
。
以
留
州
銭
物
童
数
係
省
、

始
於
此
。
止
粛
陳
氏
目
、
・
:
淳
化
五
年
十
二
月
、
初
置
諸
州
腹
在

司
、
具
元
管

・
新
牧

・
己
支
・
見
在
銭
物
申
省
」
。
佐
伯
富
「
宋
代
の

公
使
銭
に
つ
い
て

地
方
財
政
の
研
究
|
」
(
『
東
洋
拳
報
』
四
七

i

二
、
一
九
六
回
、

『
中
園
史
研
究
』
二
所
枚
)
参
照
。

(
8
)

『
長
編
』
岡
山
を
の
権
堕
牧
入
二
三
五
宮
内
八
、

0
0
0貫
、
権
酒
銅
銭

二
二
高
四
、
0
0
0絵
賞
、
鍛
銭
一
五
六
高
五
、

0
0
0
貫
、
京
城

頁
麹
銭
四
八
高
買
、
閥
市
津
波
等
税
四

O
O
高
貫
等
、
ま
た
『
宋
史
』

巻
一
八
三
食
貨
下
五
茶
、
同
七
馨
に
載
せ
る
茶
の
裁
寅
銭
二
八
五
高

二
、
九

O
O貫
、
権
答
牧
入
一
七
蔦
貫
等
、
い
ず
れ
も
至
道
中
ま
た
は

至
道
末
の
数
字
で
あ
る
。

(

9

)

『
宋
史
』
径
一
七
九
食
貨
下
一
曾
計
「
員
宗
嗣
位
、
詔
三
司
経
度
茶

盛
酒
税
以
充
歳
用
、
勿
噌
賦
欽
以
困
繋
元
。
是
時
傑
禁
愈
密
、
較
課
以

租
〔
租
〕
額
前
界
遁
年
相
麻
酔
。
景
徳
初
、
権
務
連
放
増
羨
、
三
司
聞
取

多
牧
者
魚
額
、
-
帝
慮
或
致
指
克
、
詔
凡
増
額
比
奏
」
。

『
宋
舎
要
輯
稿

(
以
下
『
宋
曾
要
』
と
簡
稽
)
』
食
貨
三

O
茶
法
雑
録
上
、
景
徳
二
年

五
月
二
十
六
日
「
詔
自
今
諸
路
茶
魁
酒
課
利
槍
立
年
額
、
並
令
三
司
奏

裁
。
先
是
権
務
連
放
櫓
羨
、
三
司
卸
酌
中
取
一
年
所
枚
、
立
管
局
租
額
、

不
侠
朝
旨
。
帯
以
有
司
務
在
B
R
欽
、
或
致
指
克
子
下
、
故
戒
之
」
。

『
文
献
通
考
』
各
一
七
征
権
考
四
椎
酷
・
禁
酒
、
(
止
務
陳
氏
自
)

「
威
卒
四
年
五
月
四
自
殺
、
諸
州
麹
務
、
自
今
後
勝
一
年
都
牧
到
銭
、

仰
取
端
扶
至
淳
化
元
年
三
年
内
中
等
銭
数
、
立
第
租
額
、
比
較
科
罰
。

則
酒
課
立
額
自
此
始
、
然
則
蔵
之
州
恒
例
而
己
」
。

(
m
)

『
文
献
逼
考
』
巻
一
五
征
機
考
二
盟
「
止
費
陳
氏
自
、
園
初
駿
出
品只

箆
州
豚
給
賀
、
歳
以
所
入
課
利
申
省
、
而
縛
運
司
操
其
歳
以
佐
一
路
之

費
」
。
こ
れ
に
譲
れ
ば
課
利
牧
入
は
た
だ
そ
の
額
を
中
央
に
報
告
す
る

だ
け
で
、
上
供
の
封
象
と
は
な
ら
な
い
。
『
群
書
考
索
』
巻
六
三
財
用

門
・
数
目

「
姑
以
南
漸
言
之
、
租
宗
之
時
、
一
歳
通
牧
絹
銭
不
過
三
百

三
十
蔦
貫
、
而
茶
醸
酒
税
十
居
其
八
。
州
郡
支
費
皆
在
其
開
」
。
遁
一
商

法
下
で
は
堕
茶
の
課
利
は
州
懸
の
歳
入
を
構
成
し
な
い
。
『
宋
曾
要
』

食
貨
二
三
盛
法
雑
録
、
成
卒
四
年
十
一
月
「
(陳
)
恕
上
言
日
、

今
若
悉
許
通
商一、

則
必
頓
都
知
儲
擬
、
未
有
別
銭
備
用
、
盛
法
在
可
改

更
、
・
:
・
聞
令
佳
賓
官
盤
、
立
乏
一
年
課
額
」
。

(
日
)
第
四
節
2
に
見
る
よ
う
に
、
無
額
上
供
銭
の
う
ち
、
増
添
蜜
酒
銭
、

賓
香
葵
銭
等
は
課
利
収
入
の
一
部
を
上
供
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

崇
寧
以
降
に
は
堕
法

・
茶
法
の
改
革
に
よ
り
、
堕
茶
の
謀
利
は
殆
ど
地

方
で
の
存
留
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
胡
寅
『
斐
然
集
』
巻
二
五
先
公
行

紋
「
崇
寧
首
愛
此
法
、
則
出
自
然
者
禁
而
不
得
行
、
則
解
池
是
也
。
利

在
編
戸
者
皆
入
於
官
府
、
則
河
朔
是
也
。
利
通
外
計
者
悉
錦
於
子
朝

廷
、
則
六
路
是
也
」
。
李
綱
『
梁
渓
全
集
』
巻
一
四
四
理
財
論
「
異
時
、

・
・
郡
豚
之
用
所
以
足
者
、
以
茶
堕
之
利
在
郡
豚
也
。
比
年
走
一
商
買
質

中
都
、
朝
廷
之
用
所
以
足
者
、
以
茶
慶
之
利
在
朝
廷
也
」
。
南
宋
期
に

も
継
承
さ
れ
る
こ
れ
ら
課
利
枚
入
の
中
央
化
は
事
賃
上
の
上
供
の
増
額

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
銭
幣
は
「
上
供
銭
」
と
は
よ
ば

れ
て
い
な
い
。

(
ロ
)
宮
崎
市
定
『
五
代
宋
初
の
通
貨
問
題
』
(
一
九
四
三
)
等
に
よ
る
。

(
日
)
新
鋳
銭
の
上
供
の
開
始
年
次
に
つ
い
て
、
日
野
註
(

1

)

・
中
嶋
註

(

4

)

論
文
は
永
卒
監
の
鋳
造
開
始
首
一
初
と
し
、
宮
崎
註
(
ロ
〉
前
掲
書
及

び
後
出
梅
原
註
(
幻
)
論
文
は
至
道
・
成
卒
こ
ろ
と
推
測
す
る
。

(
M
〉
「
園
初
得
唐
乾
元
中
所
置
永
卒
監
奮
祉
、
因
之
歳
鋳
四
オ
半
ハ
蔦
絹
。
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逮
至
道
・
威
卒
、
置
永
堕
・
庚
寧
・
聾
園
三
監
、
線
鋳
八
十
六
高
徐

繕。

一
歳
上
供
百
三
十
徐
蔦
繕
」
。
宮
崎
市
定
氏
は
註
(
ロ
)
前
掲
書
第

五
章
「
仁
宗
朝
前
後
の
遁
貨
問
題
」
に
お
い
て
、
「
一
歳
上
供
百
三
十

絵
高
繕
」
を
新
鋳
銭
と
は
別
の
(
左
蔵
庫
に
納
入
す
べ
き
)
上
供
銭
と

し
て
い
る
が
、
鋳
銭
の
官
官
に
租
税
系
の
上
供
銭
貨
を
併
記
す
る
の
は
不

自
然
で
あ
り
、
「
一
歳
上
供
」
は
租
税
系
上
供
銭
の
歳
額
で
は
な
く
、

威
卒
年
聞
の
莱
年
の
新
鋳
銭
の
上
供
額
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
『
長

編
』
『
宋
史
』
『
玉
海
』
等
は
、
い
ず
れ
も
威
卒
三
年
の
歳
鋳
額
を
一

三
五
高
貫
と
す
る
。

(日
〉
『
長
編
』
巻
六
二
、
景
徳
三
年
正
月
辛
未
「
始
置
常
卒
倉
也
。
先

是
、
言
事
者
以
篤
水
皐
診
災
有
備
無
患
、
古
有
常
卒
倉
、
今
可
復
置
。

詩
子
京
東
西
河
東
侠
西
江
准
爾
器
問
、
計
戸
口
多
少
、
量
留
上
供
銭
自
千

貫
至
ニ
蔦
貫
、
令
鞠
運
使
毎
州
揮
清
幹
官
主
之
、
事
委
司
農
寺
総
領
、

三
司
無
得
純
用
。
毎
歳
夏
秋
、
準
市
佑
加
銭
牧
籍
、
且
貝
則
滅
債
出
脚
糖
、

侯
十
年
有
増
羨
、
則
以
本
銭
還
三
司
」

(
『
宋
史
』
巻

一
七
六
食
貨
上

四
常
卒

・
義
倉
、

『
宋
曾
要
』
食
貨
五
三
常
卒
倉
同
年
月
僚
、
略
同
)
。

(
凶
〉

「
上
封
者
言
、
諸
路
歳
以
縄
銭
総
京
師
、
致
四
方
銭
重
而
貨
軽
。
了

卯
詔
、
江
東
五
高
績
、

自
今
並
市
紬
絹
豚
、

一
幅
建
・
庚
東
各
十
高
、
庚

西
八
首
問
、
並
市
銀
上
供
、

准
南

・
湖
北
各
五
高
、
雨
新
五
首
円
五
千
、

総

絹
銭
如
故
」
。

(
口
〉
『
宋
史
』
巻
一
八
二
食
貨
下
回
堕
中
「
初
、
天
聖
九
年
、
三
司
請
権

貨
務
入
銭
筈
東
南
盤
、
以
百
八
十
高
三
千
絹
篤
額
、
後
増
至
四
百
高

官
円
」
。

(
同
)
『
文
献
遁
考
』
巻
二
三
園
用
考

一
「
景
徳
四
年
詔
准
南
江
祈
荊
湖
南

北
路
、
以
至
道
二
年
至
景
徳
二
年
終
十
年
酌
中
之
数
、
定
宿
周
年
額
上
供

六
百
高
石
、
米
綱
立
額
始
於
此
。
銀
綱
、
自
大
中
鮮
符
元
年
詔
、
五
路

糧
儲
己
有
定
額
、
其
絵
未
有
僚
貫
、
途
以
大
中
群
符
元
年
以
前
最
潟
多

者
篤
額
、
則
銀
綱
立
額
始
於
此
。
銭
綱
、
自
天
稽
四
年
四
月
三
司
奏
請

立
定
銭
額
、
自
後
毎
年
依
比
額
数
起
夜
、
則
銭
網
立
額
始
於
此
。
絹
綿

綱
、
雄
不
可
考
、
以
威
卒
三
年
三
司
初
降
之
数
、
則
亦
有
年
額
尖
」
。

〈
刊
日
)
『
宋
舎
要
』
食
貨
五

一
内
務
庫

「一一一司
言
、
准
詔
、

輿
内
蔵
庫
曾

議
、
自
今
援
盤
税
銭
及
歳
別
出
銭
六
十
蔦
貫
、
赴
左
蕨
庫
、

従
之
。
是

月
内
議
庫
言
、
奉
詔
輿
三
司
一商量
、
奮
例
逐
年
内
蔵
庫
返
銭
三
十
蔦
貫

輿
三
司
、
今
来
三
司
毎
年
更
要
三
十
寓
貫
、
本
庫
賂
工
人
一
一
幅
二
年
鏡
池
江

等
州
鋳
到
銭
七
十
首
門
賞
己
来
潟
約
、
若
毎
退
出
銭
六
十
寓
貫
文
輿
三
司

外
、
有
一
十
蔦
在
庫
、
毎
三
年
却
管
認
南
郊
大
躍
銭
二
〔
二
百
蔦

貫
、
卸
侵
本
庫
銭
七
十首門
賞
、
如
是
鏡
池
江
等
州
鋳
銭
及
得
元
額

一
百

五
蔦
貫
到
庫
、
即
毎
年
退
出
外
、
有
四
十
五
蔦
質
文
在
庫
、
毎
三
年
南

郊
大
躍
却
支
銭

一
百
寓
外
、
三
年
内
共
有
銭
三
十
五
高
官
同
文
在
庫
」
。

(
初
)
『
長
編
』
巻
九
七

「
大
中
鮮
符
後
、
銅
坑
多
不
渡
、
天
稽
末
鋳

一
百

五
高
貫
」
。

(
幻
)
『
長
編
』
巻
六
八
大
中
群
符
元
年
二
月
己
酉
コ
ニ
司
奏
、
俵
内
蔵
庫

銭
三
十
首
門
賞
、
叉
請
出
銀
五
蔦
爾
付
左
蔵
庫
給
用
、
皆
従
之
」
。
『
宋

舎
要
』
食
貨
五
一
内
臓
庫
、
大
中
鮮
符
六
年
七
月
詔
「
内
蔵
庫
、
若
般

銭
絹
赴
景
一
踊
庫
、
封
椿
縫
移
、
聞
申
三
司
、

差
磁
車
三
十
雨
、
袋
載
皇

城
親
従
親
事
官
百
人
般
運
、
其
左
蔵
庫
迭
還
銭
、
只
抽
那
親
従
宮
百
人

指
銭
、
如
綱
運
精
稀
、

止
五
十
人」。

(
幻
)

「
叉
飲
入
鏡
池
江
建
新
鋳
繕
銭
一

百
七
〔
五
〕
首
問
、
斥
奮
蓄
絹
銭
六

十
寓
於
左
蔵
庫
、
率
以
篤
常
」
。

〈m
A
)

『
宋
史
』
巻

一
七
九
食
貨
下一

禽
計
「
景
施
中
、
内
蔵
庫
主
者
言
、

n
wu
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品
腕
斥
絹
銭
六
十
蔦
助
三
司
、
自
天
繕
三
年
始
」
。
張
方
卒
『
祭
全
集
』

巻
二
三
論
京
師
軍
儲
事
「
契
堪
、
越
年
春
初
、
内
蔵
庫
綴
銭
六
十
高
貫

付
三
司
、
添
助
支
費
、
謂
之
年
退
銭
」
。

(
M
)

中
嶋
敏
氏
は
註
〈
4
)
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
「
元
額
」
を
従
来
か
ら

の
上
供
歳
額
と
す
る
が
、
宋
朝
の
鋳
銭
開
始
以
来
天
稽
三
年
ま
で
、
新

鋳
銭
の
年
々
の
歳
額
は
諸
史
料
に
記
載
か
あ
る
が
、
上
供
定
額
を
一

O

五
寓
貫
に
定
め
た
事
寅
は
見
ら
れ
な
い
。

(
お
)
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻

一
七
財
賦
四
内
蔵
庫
「
太
卒
輿
圏

三
年
、
因
分
左
磁
北
庫
篤
内
蔵
庫
、
亦
謂
之
景
一
描
内
庫
、
然
歳
入
不
過

銭
百
品
跡
前
向
編
、
銀
十
徐
高
雨
」
。

(
お
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
五
一
内
蔵
庫
太
宗
至
道
二
年
七
月
詔
「
河
北
三
十

五
州
軍
、
准
南
二
十
一
州
軍
、
山
南
東
道
十
州
、
京
東
熔
天
府
・
江
南

昇
潤
州
絹
、
並
納
内
蔵
、
自
徐
納
左
綴
」
。
同
威
卒
四
年
二
月
詔
「
育

機
登
溢
莱
五
州
絹
、
並
直
納
内
蔵
」
。
同
景
徳
四
年
十
月
「
(
員
宗
臼
)

三
司
所
俵
凡
六
千
世
問
、
自
淳
化
迄
景
徳
、
毎
歳
多
至
三
百
高
、
少
亦
不

下
百
高
、
累
年
不
能
償
L

。

(
幻
)
織
原
郁
「
宋
代
の
内
蔵
と
左
磁
|
君
主
濁
裁
制
の
財
庫
|
」
(
『
東

方
拳
報
』
京
都
四
二
、
一
九
七
一
)
参
照
。

(
お
)
『
宋
史
』
巻
一
七
九
食
貨
下

一
舎
計
「
大
中
鮮
符
五
年
、
重
修
庫

屋
、
増
庚
其
地
、
既
而
叉
以
呑
薬
庫
・
儀
鴬
司
屋
金
之
、
分
信
用
四
庫
。

金
銀

一庫、

珠
玉
・

香
繋

一
庫
、
錦
烏
一
庫
、

銭

一
庫
。
金
銭
珠
賓
有

十
色
、

銭
有
新
奮
二
色
、
綿
吊
十
三
色
、
香
薬
七
色
」
。

(
鈎
)
清
木
場
東
「
五
代
宋
初
の
盤
銭
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
祭
』
六
八
、

一
九
八
四
)
、
「
北
宋
の
郭
内
官
賓
制
と
堕
銭
制
」
(
久
留
米
大
祭
『
産

業
経
済
研
究
』
一
一
六
|
四
、
一
九
八
六
三

(

ω

)

『
慶
元
保
法
事
類
』
巻
四
八
賦
役
門
ニ
給
賜
令
「
諸
散
震
盤
、
:

其
銭
並
隠
夏
税
日
限
、
只
就
本
豚
迭
納
。
如
不
願
請
出
町
、
卸
嬢
合
散
盤

数
、
止
納
陸
分
債
銭
」
。
い
わ
ゆ
る
「
六
分
債
銭
」
で
あ
る
。

(
お
)
『
長
田
柵
』
径
二
五
、
難
照
元
年
五
月
、
鹿
鍛
使
王
明
日
一
一
同
「
開
江
南
堕

禁
、
計
放
貰
盛
五
十
三
高
五
千
絵
貫
、
給
盛
輿
民
、
随
税
牧
其
銭
二
十

四
高
齢
臨
貫
、
聴
一
商
一
人
般
易
、
牧
其
算
」
。
従
之
。

(
位
)

日
野
開
三
郎
氏
は
註
(

4

)

前
掲
論
文
に
お
い
て
「
新
鋳
銅
銭
の
用
途

は
次
期
鋳
銭
用
銅
材
の
買
牧
そ
の
他
の
支
出
を
通
じ
て
直
接
そ
の
地
方

に
供
給
せ
ら
れ
る
も
の
と
、
一
旦
京
師
の
内
臓
庫
に
総
納
せ
ら
れ
、
そ

の
後
社
舎
に
供
給
せ
ら
れ
る
も
の
と
の
別
が
あ
っ
て
、
後
者
の
場
合
を

上
供
銭
と
呼
ん
で
い
た
」
と
述
べ
、
中
嶋
敏
氏
も
ほ
ぼ
日
野
氏
の
規
定

を
踏
襲
し
て
い
る
(
註
(
4
〉
前
掲
論
文
)
。
雨
氏
に
よ
る
「
上
供
銭
」

の
規
定
は
『
群
書
考
索
』
後
集
巻
六

O
財
用
門
・
銅
銭
類
、
崇
寧
五
年

(一

一
O
六
〉
の
僚
に
、
江
池
鏡
建
四
州
の
銭
監
が
「
上
供
銭
」
一
一
一
一

三
高
四

O
O貫
を
鋳
造
し
、
衡
器
削
陸
断
郁
朗
聞
梧
州
の
六
銭
監
が
「
逐
路
支

使
等
銭
」
計
一
五
六
蔦
貫
を
鋳
造
す
る
、
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
し
か

し
史
料
上
新
鋳
銭
を
「
上
供
銭
」
と
稽
し
た
の
は
こ
れ
が
初
例
で
、
崇

寧
以
前
に
上
供
新
鋳
銭
を
「
上
供
銭
」
と
稽
し
た
事
例
は
な
い
。

(
お
)
『
長
編
』
巻
二

O
九
治
卒
四
年
正
月
庚
申
、
三
司
使
韓
絡
・
翰
林
皐

土
承
旨
張
方
卒
奏
疏
臼
「
租
宗
卒
天
下
、
牧
飲
其
金
自
巾
、
納
之
内
帯
諸

庫
、
其
所
以
這
後
世
之
業
厚
怠
〈
。
自
康
定
・
慶
暦
以
来
、
務
担
諸
宿
戴
以

助
輿
設
、
百
年
之
積
、
惟
存
空
簿
」
。

(
制
作
)
『
宋
舎
要
』
食
貨
五

一
左
蔵
庫
、
(
照
寧
)
二
年
九
月
二
十
七
日
詔

「
三
司
指
揮
、
諸
路
金
銀
数
、
並
納
左
蔵
庫
。
令
左
蔵
庫
逐
年
支
金
三

百
雨
、
銀
五
十
蔦
雨
、
赴
内
蔵
庫
、
永
篤
年
額
」
。
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(
白
山
)
『
長
編
』
巻
二
三

O
、
岡
山
寧
五
年
二
月
了
卯
、
内
蔵
庫
一
菖
「
勘
曾
、

，鏡
池
江
建
等
州
遁
年
額
鍵
銭
一
百
五
蔦
貫
井
額
外
櫓
剰
徐
銭
、
久
来
並

納
内
蔵
庫
。
毎
年
都
退
銭
六
十
蔦
貫
井
三
年
一
次
支
南
郊
銭
一
百
篤
貫

赴
三
司
、
顛
見
往
復
。
欲
乞
下
三
司
、
自
今
年
額
鋳
銭
一
百
五
高
責
、

内
支
一
十
一
高
六
千
六
百
六
十
六
貫
六
百
六
十
七
文
、
井
崎
院
池
江
建
州

監
鋳
到
額
外
剰
銭
、
並
納
木
庫
外
、
徐
銭
援
令
左
犠
庫
受
。
更
不
令
本

庫
逐
年
退
銭
六
十
寓
貫
弁
毎
次
南
郊
支
銭
一
百
蔦
貫
輿
三
司
L

。

(
お
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
一
一
鋳
銭
監
に
鏡
池
江
建
四
鋳
銭
監
の
裁
鋳
銅
銭

額
(
『
玉
海
』
巻
一
八

O
銭
貨
コ
冗
豊
二
十
七
監
」
に
よ
り
元
堕
三
年

の
歳
額
)
と
上
供
方
式
の
餐
更
の
記
載
が
あ
る
(
畢
仲
街
『
中
書
備

封
』
)
。
「
己
上
四
監
、
毎
年
二
十
高
貫
藤
副
信
州
鉛
山
場
買
銀
。
三
十

五
蔦
貫
粧
内
蔵
庫
、
充
添
鋳
年
額
。
一
百
五
寓
上
供
、
内
蔵
庫
納
一
十

五
高
貫
、
左
蔵
庫
納
外
九
十
蔦
〔
貫
〕
、
毎
媛
三
十
三
高
齢
跡
賞
、
内
蔵

庫
封
椿
、
侯
三
年
及
一
百
寓
貫
、
至
南
郊
前
援
輿
三
司
」
。
そ
の
後
上

供
線
額
は
、
嘗
十
銭
鋳
造
に
と
も
な
う
崇
寧
三
年
(
一
一

O
四
)
の
財

庫
改
制
で
一
時
三

O
O高
貫
に
改
定
さ
れ
た
が
(
『
宋
曾
要
』
食
貨
五

二
元
塑
庫
、
同
年
正
月
二
十
七
日
篠
〉
、
大
観
中
(
一
一

O
七
J
一
O
〉

に
は
一
四

O
寓
貫
に
も
ど
さ
れ
た
(
『
宋
曾
要
』
食
貨
二
銭
法
〉
。

(
幻
)
「
一
柳
宗
臨
御
之
初
、
詔
立
競
輪
内
蔵
銭
由
巾
之
額
、
調
慶
暦
上
供
震

数」。

(
犯
)
『
長
編
』
巻
二
六
五
、
照
寧
八
年
六
月
葵
巳
、
仁
宗
皇
帝
慶
暦
三
年

詔
「
内
蔵
庫
言
、
楚
濠
州
運
絹
三
千
匹
、
貸
本
庫
裁
納
之
数
、
三
司
酒

乞
寄
納
於
左
蔵
庫
。
乞
詔
三
司
選
守
僚
制
、
母
下
諸
庫
寄
納
」
。
上
批

「
係
内
庫
路
分
上
供
銭
由
巾
、
三
司
母
得
別
作
名
目
移
寄
、
致
軒
町
年
額
」
。

〈
ぬ
〉
「
曾
圏
家
之
財
賦
、
縛
一
歳
之
中
而
信
用
定
式
。
別
其
州
照
之
膿
給
、

諸
路
之
縛
搬
、
輿
酌
漕
舟
草
費
」
。

(

ω

)

「
而
東
南
金
烏
之
成
数
、
入
子
王
府
者
、
皆
可
考
也
。
江
東
、
銭
之

上
京
、
以
繕
銭
計
凡
八
十
九
高
、
銀
以
爾
計
凡
二
十
首
問
、
絹
以
匹
計
凡

五
十
首
向
。
江
西
、
銭
之
上
京
、
以
絹
銭
計
凡
三
十
四
高
、
銀
以
南
計
凡

十
三
高
、
絹
以
匹
計
凡
三
十
首
向
。
湖
南
北
、
銭
之
上
京
者
二
十
七
薦
、

銀
二
十
二
蔦
、
絹
一
十
三
首
向
。
爾
祈
東
西
、
銭
之
上
京
者
七
十
四
薦
、

銀
四
寓
八
千
、
絹
七
十
二
高
。
一
幅
建
、
銀
之
上
京
者
二
十
高
八
千
」
。

(

H

U

)

(

崇
寧
)
六
年
、
向
誕百
左
丞
字
文
粋
中
号
一
回
「
祖
宗
之
時
、
園
計
所

仰
、
皆
有
寅
数
。
有
額
上
供
四
百
高
、
無
額
上
供
二
百
首
問
、
京
師
商

税
・
庖
宅
務
・
抵
嘗
所
諸
庭
雑
牧
銭
一
百
徐
首
向
。
三
司
以
七
百
高
之

入
、
供
一
年
之
貧
、
而
儲
其
徐
以
待
不
測
之
用
」
。

(
必
)
『
文
献
通
考
』
巻
二
三
園
用
考
。
第
四
節
2
参
照
。

(
M
W
)

新
法
期
の
財
政
は
租
税
系
・
課
利
系
を
問
わ
ず
在
来
の
課
税
額
を
改

第
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
爾
部
門
と
も
全
期
聞
を
通
じ
て
増
牧
策
は
と
ら

れ
て
い
な
い
。
宮
津
註
(

2

)

論
文
参
照
。

(
必
)
『
出
式
全
集
』
巻
一
一
一
一
一
論
事
・
論
京
師
軍
儲
事
「
府
界
税
賦
、
准
皇
祐

五
年
赦
穀
、
態
開
封
府
諸
問
肺
爾
税
太
重
、
特
於
元
額
上
減
落
三
分
、
永

策
定
式
。
今
勘
曾
、
除
依
赦
教
減
三
分
外
、
即
今
夏
秩
二
税
制
附
到
四
十

高
有
徐
石
、
銭
三
十
四
高
有
徐
貫
、
紬
絹
十
首
問
有
徐
疋
L

。

(
必
〉
『
融
市
全
集
』
巻
二
五
論
事
・
陳
州
奏
賦
率
数
「
本
州
四
豚
、
合
行
催

納
夏
税
、
首
子
七
高
七
千
五
百
石
有
零
、
堕
銭
一
蔦
五
千
八
百
貫
有

零
、
正
税
屋
税
預
買
和
買
紬
絹
三
高
二
百
疋
有
零
、
綿
綿
四
蔦
九
千
有

零
雨
。
叉
合
行
催
納
今
年
夏
料
青
苗
銭
三
高
七
千
七
百
貫
有
零
」
。

(
日
明
)
『
祭
全
集
』
巻
二
五
論
事
・
論
亮
役
銭
劉
子
「
今
以
陳
州
言
之
、
四

豚
合
二
高
九
千
七
百
有
徐
戸
、
夏
秋
二
税
凡
餅
到
一
十
五
高
八
千
有
零
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石
、
正
税
並
和
預
買
紬
絹
三
蔦
有
零
疋
、
繰
綿
四
高
九
千
有
零
雨
、
此

常
賦
也
。
有
時
間
銭
一
高
五
千
八
百
有
零
貫
、
弁
夏
秋
沿
納
銭
、
雄
縁
倣

法
、
承
質
己
久
、
然
此
諸
色
銭
、
常
例
亦
多
用
折
納
餅
到
、
不
悉
総
銭

也」。

(

U

)

『
祭
全
集
』
巻
二
六
論
事

・
論
率
銭
募
役
事
「
且
穆
感
天
府
篤
例
、

畿
内
七
豚
共
主
客
戸
六
高
七
千
有
餓
戸
、
夏
秋
米
姿
十
五
高
二
千
有
零

石
、
絹
四
高
七
千
有
零
疋
。
此
乃
回
畝
桑
功
之
自
出
、
是
謂
正
税
。
外

有
沿
納
諸
色
名
目
雑
銭
十

一
蔦
三
千
有
零
貫
、
己
是
因
循
倣
法
、
雄
有

銭
数
、
貨
不
納
銭
、
並
係
折
納
穀
用
。
惟
屋
税
五
千
絵
貫
、
奮
納
本
色

見
銭
」
。

(
川
崎
)
拙
稿
「
宋
代
に
お
け
る
雨
税
の
折
納
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
六
四

-
五
、
一
九
八
一
、
『
宋
代
税
政
史
研
究
』
一
九
九
三
所
牧
)
参
照
。

(
品
目
)
草
野
病
「
宋
の
屋
税

・
地
税
に
つ
い
て
」
(
『
史
筆
雑
誌
』
六
八
|

四、

一
九
五
九
)
参
照
。

(

ω

)

註
(

5

)

参
照
。

(
日
〉
高
官
南
唐
領
の
了
口
醸
銭
、
奮
清
源
節
度
使
領
の
身
丁
銭
、
庚
南
の
身

丁
米
、
湖
南
東
部
の
丁
米
等
は
「
雑
慶
之
賦
」
と
し
て
国
税
化
さ
れ
、

湖
南
東
部
の
了
米
(
紹
興
十
四
年
克
放
〉
を
除
き
南
宋
末
ま
で
存
績
し

た
。
北
宋
最
末
期
に
始
ま
る
雨
漸
の
軍
堕
系
の
身
丁
税
は
国
税
化
さ
れ

ず
南
宋
ま
で
存
績
し
た
。
拙
稿
「
宋
代
身
丁
税
の
諸
系
統
」
(
『
東
洋

史
研
究
』
四
五
|
三
、
一
九
八
三
、

『
宋
代
税
政
史
研
究
』
所
牧
)
参

昭山。

(
臼
)
註
(
必
)
拙
稿
参
照
。

(
臼
)

「
夏
秋
税
所
枚
、
銭
四
百
九
十
三
蔦
二
千
九
百
九
十
一
貫
、
匹
鼎
ニ

百
七
十
六
蔦
三
千
三
百
九
十
二
匹
、
斜
劃
一
千
八
百
七
高
三
千
九
十
四

石
。
己
上
三
件
、
更
有
折
獲
在
内
」
。

(
U
A
)

『
文
献
通
考
』
巻
四
回
賦
考
四
「
二
税
」
隈
寧
十
年
見
催
。
夏
税
の

銭
は
三
八
五
高
二
、
八
一
七
貫
、
私
税
の
銭
は
一
七
三
世
間
三
、

0
0
二

貫
。
末
尾
に
「
雑
色
」
計
二
十
数
種
を
一
括
し
た
合
計
額
を
複
合
翠
位

で
記
す
が
、
こ
れ
ら
は
「
雑
費
之
賦
」
で
は
な
い
。

(
日
)
一
碕
建
路
一
幅
州
の
場
合
、
ヨ
一山
志
』
巻
一

O
版
籍
類
一

・
墾
田
に
よ

れ
ば
、
夏
税
銭
の
課
額
は
、
太
卒
輿
園
五
年
の
税
制
整
備
に
よ
り
、
奮

闘
の
二

O
、
三
八
四
貫
有
奇
か
ら
一
五
、

O
六
三
貫
二

O
六
文
に
減
額

さ
れ
た
。
そ
の
後
威
卒
初
年
に
は
夏
税
銭
と
身
丁
銭
と
で
合
計
二
九
、

七
四
四
貫
で
あ
っ
た
が
、
大
中
鮮
符
四
年
に
身
了
銭
が
錫
放
さ
れ
た
た

め
、
夏
税
銭
の
課
額
は
七
、

O
六
九
貫
有
奇
へ
と
激
減
し
た
。

(
白
山
)
秋
世
間
に
つ
い
て
は
張
守
『
毘
陵
集
』
巻
二
・
乞
除
務
上
供
充
軍
糧
劉

子
(
紹
興
七
年
)
「
匡
今
略
計
、
江
西
一
路
十
一
州
軍
秋
菌
、
醤
額
一

百
六
十
高
石
。
上
供
年
額
、
一
百
二
十
六
高
石
。
起
愛
之
外
、
有
三
十

徐
高
石
、
以
篤
州
師
料
品
回
計
支
用
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
北
宋
時
代
の
こ
と

を
言
っ
た
も
の
で
、
江
西
一
路
の
雨
税
苗
米
寅
徴
額
に
射
す
る
上
供
率

は
約
八
O
W
Aと
な
る
。

(
幻
)
「
園
家
肇
造
之
初
、
雄
創
方
銀
事
賦
之
弊
、
以
天
下
留
州
銭
物
壷
名

係
省
、
然
非
霊
取
之
也
。
嘗
是
時
総
迭
母
過
上
供
、
而
上
供
未
嘗
立

額
。
郡
置
逼
剣
以
其
支
牧
之
数
、
上
之
計
司
、
謂
之
謄
在
。
而
朝
廷
一
初

無
封
椿
起
設
之
制
、
自
建
隆
至
景
徳
四
十
五
年
失
、
磨
在
金
銀
銭
馬
糧

草
雑
物
、
以
七
千
一
百
四
十
八
高
計
、
在
州
都
不
倉
、
可
謂
富
磁
天
下

失
。
大
中
群
符
元
年
、
三
司
奏
立
諸
路
放
額
、
照
寧
新
政
増
額
一
倍
」
。

(
日
)
『
長
編
』
巻
一
一
四
、
景
祐
元
年
(
一

O
三
四
〉
春
正
月
葵
巳

「
詔

三
司
、
天
下
官
物
冗
積
者
多
、
而
歳
供
帳
籍
篤
煩
、
其
委
官
襲
易
、
若
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可
上
供
者
悉
輩
入
京
師
」
。

(
回
〉
宮
津
註
〈
2
)
論
文
参
照
。

(

ω

)

『
長
編
』
各

二
ハ
九
、
皇
揃
二
年
(
一
O
五
O
〉
八
月
葵
亥
「
出
内

蔵
庫
絹

一
百
高、

下
河
北
都
縛
運
司、

権
易
大
名
府
路
安
撫
司
封
捲

銭
、
市
殺
軍
儲
」
。
同
巻
二

一三、

照
寧
三
年
(
一
O
七
O
)
秋
七
月

壬
辰
「
詔
秦
鳳
路
経
略
司
撞
貸
封
格
銭
回
易
、
令
提
黙
刑
獄
劾
之
」
。

(
日
)
『
玉
海
』
巻
一
八
六
食
貨

・
照
寧
曾
計
司
「
神
宗
始
分
天
下
之
財
、

以
篤
二
司
。
縛
運
司
濁
用
民
常
賦
奥
州
豚
配
税
之
課
、
其
徐
財
利
悉
牧

於
常
卒
司
、
掌
其
渡
散
、
儲
震
非
常
之
用
」
。
『
古
今
源
流
至
論
』
袋

二
・
三
司
「
外
則
常
卒
・
菟
役
・
坊
場
・
河
渡
・
地
利
之
資
、
皆
貌
朝

廷
封
橋
、
内
則
放
課
上
供
之
教
、
皆
別
倉
庫
議
貯
、
而
三
司
並
不
相

関」。

(
位
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
六
四
封
椿
、
照
寧
十
年
二
月
一
一一
日
詔
「
中
外
禁

軍
、
己
有
定
額
。
三
司
及
諸
路
計
置
-請
受
、
歳
有
常
数
。
其
関
偶
有
閑

額
、
未
招
探
人
充
填
者
、
其
請
受
並
封
橋
、
母
得
移
用
」
。
同
元
堕
元

年
七
月
十
三
日
詔
「
諸
路
縛
運
及
開
封
府
界
提
黙
刑
獄
司
椿
管
関
額
禁

軍
請
受
、
議
元
額
月
給
銭
糧
、
委
提
黙
刑
獄
及
府
界
提
奉
司
拘
枚
、
於

所
在
別
封
椿
」
。

(
臼
〉
『
止
粛
文
集
』
巻
一
一
一
縛
謝
論
役
法
劉
子
に
よ
れ
ば
、
戸
長

・
壮

丁
・
番
長
の
役
は
そ
れ
ぞ
れ
照
寧
五
年
、
七
年
、
八
年
に
慶
止
さ
れ
、

そ
の
雇
銭
は
い
ず
れ
も
照
寧
十
年
か
ら
椿
管
さ
れ
た
。

(
制
〉
『
長
編
』
巻
二
六
八
、
照
寧
八
年
九
月
葵
酉
、
「
遁
詔
買
撲
坊
場
等

銭
、
弁
別
格
管
、
許
酬
新
法
以
前
牙
前
及
依
僚
支
賞
、
弁
依
常
卒
法
給

散
外
、
不
得
他
用
」
。
周
藤
吉
之

「王
安
石
の
亮
役
銭
徴
枚
の
諸
問
題
」

(
『
宋
代
史
研
究
』
所
牧
〉
参
照
。

(
侃
〉
『
長
編
』
巻
三
二
四
、
元
豊
五
年
三
月
壬
辰
「
詔
司
農
寺
、
趣
諸
路

提
奉
司
、
設
常
卒
弁
坊
場
積
剰
銭
五
百
首
問
縮
、
総
元
堕
庫
」

0

『
宋
舎

要
』
食
貨
五
二
元
墜
庫
、
同
年
十
月
二
十
五
日

「
詔
戸
部
右
曹
、
於
京

東
准
祈
江
湖
一
喝
建
十
二
路
、
緩
常
卒
銭
八
百
世
間
縮
、
総
元
盤
庫
」
。

(
前
)
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻

一九
奏
紋
・
乞
錨
減
滋
州
上
供
経
線

制
額
等
銭
吠

「所
謂
無
額
銭
者
、
元
無
一
定
実
名
可
以
椿
耕
、
其
多
少

不
可
得
而
預
知
。
故
創
立
之
初
、
直
以
無
額
免
名
」
。

(
肝
)
元
堕
五
年
に
内
藤
庫
に
総
納
さ
れ
た
常
卒
銭
の
う
ち
、
菟
役
銭
系
の

番
戸
長
壮
丁
雇
銭
は
無
額
上
供
銭
に
指
定
さ
れ
ず
、
北
宋
末
ま
で
は
府

界

・
諸
路
に
封
椿
さ
れ
た
が
、
南
宋
に
な
っ
て
経
線
制
銭
の
一
項
目

(
察
名
)
と
な
る
。

(
伺
)
「
諸
路
無
額
銭
物
、
立
式
下
提
刑
司
、
括
三
年
外
未
設
数
、
期
以
一

季
開
奏
」
。
『
止
驚
文
集
』
巻
ニ

O
吏
部
員
外
郎
初
針
割
子
第
二
。

(
的
)
「
崇
寧
重
修
上
供
格
頒
之
天
下
、
率

一
路
之
増
、
至
十
数
倍
、
迄
今

震
額
」。

(
均
)
『
長
編
』
巻
二
五
六
、
照
寧
七
年
九
月
辛
丑

「
遺
比
部
員
外
郎
王
有

龍
、
京
東
牧
殺
。
詔
京
東
縛
運
司
刻
刷
上
供
銭
高
、
並
留
信
用
雑
本
」
。

(
冗
)
『
長
編
』
巻
二
八
八
、
元
堕
元
年
三
月
己
卯

「賜
度
借
牒
五
百
、
付

三
司
免
援
上
供
銭
五
寓
縄
、
償
庚
南
西
路
経
略
司
」
。
『
長
編
』
巻

二

九
O
、
一
元
堕
元
年
秋
七
月
丁
酉
「
江
市
削
等
路
提
黙
坑
冶
鋳
銭
公
事
銭
昌

武
言
、
溜
州
湖
陽
豚
永
興
銀
場
、
自
去
年
銀
銅
輿
設
、
乞
下
諸
路
縛
蓮

司
、
態
副
本
司
牧
買
銅
銀
増
鋳
銭
、
従
之
。
仰
借
支
湖
南
上
供
銭
十
蔦

縮
、
候
所
鋳
銭
援
還
、
及
令
司
農
寺
於
認
還
内
務
庫
品
腕
額
銭
内
、
支
郷

十
蔦
繕
、
専
置
銀
赴
京
」
。

(
花
)
『
長
編
』
倉
一
一一一一一四
、
元
盟
六
年
夏
四
月
丁
来
、
入
内
高
口
問
曾
庭
厚
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一
言
「
準
朝
旨
往
路
・
恵
州
、
根
磨
内
蔵
庫
上
供
銭
」
。

(

η

)

『
長
編
』
各
三
五

O
、
元
盟
七
年
十
一
月
己
亥
詔
「
増
差
庚
南
東
路

鈴
轄
張
整
信
用
鹿
凪
西
鈴
糖
、
駐
桂
州
。
其
庚
西
上
供
銭
、
禁
軍
閥
額
銭

米
、
並
令
棒
留
。
其
常
卒
菟
役
寛
剰
、
経
略
司
和
雑
・
度
僧
牒
銭
、
岨
概

念
並
奏
穏
支
用
」
。
知
桂
州
苗
時
中
請
也
。

(
九
)
『
長
編
』
径
四
三
五
、
元
祐
四
年
十
一
月
甲
午
、
(
蘇
)
拭
叉
言

「
祈
中
自
来
続
銭
荒
、
今
者
尤
甚
。
百
姓
持
銀
絹
紙
綿
入
市
、
莫
有
願

者
、
質
庫
人
戸
往
往
蚤
閉
。
若
得
官
銭
三
二
十
蔦
散
在
民
間
、
如
水
救

火
。
欲
乞
指
揮
提
縛
、
令
終
合
上
供
銭
散
在
諸
州
税
戸
、
令
買
金
銀
紬

絹
、
充
年
額
起
設
」
。

(
万
)
『
長
編
』
巻
四
四
て
元
結
五
年
(
一

O
九

O
)
夏
四
月
丙
辰
、
戸

部
言
「
庭
台
婆
温
衡
銀
坑
輿
夜
、
乞
逐
州
感
管
合
設
上
供
及
無
額
官

銭
、
井
就
裁
師
陣
副
買
銀
上
京
」
。
従
之
。

(
市
)
『
長
編
』
巻
四
九
五
、
同
年
三
月
甲
寅
、
江
准
荊
祈
等
路
制
置
護
運

司
言
「
諸
路
州
軍
合
起
上
供
有
額
銭
物
、
如
本
州
官
司
不
依
限
計
塀
人

船
等
足
備
、
並
科
杖

一
百
」
。
従
之
。

(
作
)
『
長
編
』
巻
四
一

O
、
元
祐
三
年
五
月
丙
午
朔
、
(
蘇
〉
轍
言
「
・
・

・
:
自
照
寧
以
来
、
言
利
之
臣
不
知
本
末
之
術
、
欲
求
富
圏
、
而
先
困
縛

運
司
、
縛
運
司
既
困
、
則
上
供
不
縫
、
而
戸
部
亦
無
失
。
雨
司
皆
困
、

故
内
務
別
蕨
積
如
郎
山
、
市
委
篤
朽
媛
、
無
盆
於
算
。
故
匡
願
陛
下
車
争

近
歳
朝
廷
無
名
封
椿
之
物
、
鋳
之
縛
蓮
司
」
。
同
巻
三
七
九
、
元
結
元

年
六
月
辛
卯
、
監
察
御
史
陳
次
升
奏
「
・
:
:
照
寧
以
前
、
上
供
銭
物
無

額
外
之
求
、
州
蘇
無
非
法
之
飲
。
自
後
献
利
之
臣
、
不
原
此
一
意
、
惟
務

刻
削
以
信
用
己
功
。
若
減
一
次
一
件
、
則
接
其
所
減
色
額
、
責
令
縛
蓮
封

椿
上
供
、
別
有
増
置
合
用
之
物
、
叉
令
自
務
。
上
供
名
件
、
歳
盆
加

多
、
有
司
財
用
、
日
惟
不
足
。
:
:
:
臣
欲
乞
聖
慈
特
降
指
揮
、
勘
曾
照

寧
以
来
於
上
供
額
外
舟
行
封
椿
銭
物
、
並
輿
放
罷
」
。

(
沌
)
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
四
財
賦
一
・
園
初
至
紹
照
天
下

歳
枚
数
「
今
東
南
歳
入
之
数
、
濁
上
供
銭
・
二
百
蔦
絹
、
此
祖
宗
正
賦

也」。
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To conclude, the author takes a　different view from many other

researchers about the historicalsignificanceof the Imperial Edict from the

Emperor himself in the Song period. The author doesn't think that its

introduction implied politicalcorruption during the Emperor Hui-zong徽宗

era, nor does he think that its system served as ａ successful attempt by

domineering Grand　Councillors to achieve excessive power and keep it

in hand.

ON THE PROVINCIAL REMITTANCE MONEY 上供銭

　　

DURING THE NORTHERN SONG DYNASTY

Shimasue Kazuyasu

　　

The percentage of money in the revenue of the Song Dynasty increased

ｙｅａｒby year. This situation, which is called the Monetization of Finance,

was brought about not by the growth of private economy but by the

financial ｅχpenses of the central government, which threw huge amount

of money into the markets all over the country and co-ordinated the

circulation of various goods as military necessities･

　　

Under the system of Provincial　Remittance, money　was　collected

through the following three ways. (A) Provincial Remittance money,

which was ａ monetary tａχ. The central government compelled the local

governments to send the whole monetary tａχｅχcept their own ｅχpenses

to the Capital. Since 1020 the share of the central government was fiχed

at some ７０％.（Ｂ）Ｎｅｗ Coinage新鋳銭, which was the coinage produced

by ｆＯＵ「ｏ伍cialBureaus of the Mint from 982. From 1019 until the end

of the Northern Song the amount of the coinage was fixed at about one

million and fifty thousand ｓｕｅ貫per year. (C) U㎡iχed Provincial

Remittance Money　無額上供読, which　was the　ｕｎ丘χed　miscellaneous

monetary receipts of the local governments.　Since　1082 the central

government had exploited several incomes which the local governments

had so far treated as their own expenses･

　　

According to rough statisticsin the 1080's, the monetary incomes of

the central government amounted to approχimately eight million gμαns.
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These consisted of（Ａ）sｏｍｅfour million g双ａれs,(B) some one million

guans, and (C) some　two　million　ｇtｉａｎs.　Besides,there　were the

miscellaneous monetary receiptsup to some one million guans collectedin

the metropolitan area. Only in accordance with statutory directions the

local governments saved and used several times as much money as the

central government.

‘THE RIGHT OF THE STATE TREASURY' ON

PRIVATE ESTATES IN THE ABBASID PERIOD

Shimizu Kazuhiro

　　

It is widely accepted that in the later‘Abbasid period, many landed

estates had been formed by way of purchase, reclamation, contribution and

enclosure. Most of the landholders made every effort to the land tａχ，as

they tried either to be exempted from it or to be permitted to pay ａ

decreased丘χed sum. As ａ result, the government gradually lost its ability

to collect the tａχ，which led to increased local power and eventually to

independence.

　

It also opened the way to the establishment of the military

iqばａ system in the Buwayhid period.

　　

But l　suppose that it is not appropriate to underestimate the　tａχ

collecting ability of the‘Abbasid government. While landholders tried to

escape from the tａχlevy, the government had assigned ｈａｑｑha:μｄ一肥砿

or‘the right of the state treasury (i. e.the land tax)' to almost every estate,

and made actual effort to collect this tａχ. We must therefore investigate

how the value of these tａχeswere estimated and levied.

　　

In the Sawad districtin Iraq, the Ｋｈａｒａ]or land tax had been raised

as a fixed percentage taken from the output of crop (jnuqasama). In this

system of taxation, two different types of percentages were used.　These

were called isほn (50 percent or half of the output) and qatl'a (10 percent

or one tenth of the output).　The percentage called 卯μ‘αis equivalent

to 'ushr (the tenth) which, in accordance with Islamic law, was imposed

upon private estates in the form of alms （ｚｄｋａ').But aside from the legal

theory, government officials created another logic in which　9叫ね（the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－69－


